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経

務

新

ず=

!事

の

展

関

!
ー
自
由
主
義
経
済
政
策
の
限
界
と
統
制
経
摘
の
殺
展

松

同

武

雄

一
、
謀

題

中
出
品
教
授
は
法
経
ム
W

討
論
叢
第
七
制
に
於
て
「
我
同
統
制
経
怖
の
現
布
と
将
来
」
に
闘
し
、
詳
細
た
る
説
明
を
興
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

教
授
は
経
済
統
制
を
先
づ
物
的
統
制
と
人
的
統
制
に
分
類
せ
ら
れ
、
物
的
統
制
に
つ
い
て
は
、
第
一
日
仏
生
出
版
統
制
を
挙
げ
、
臨
戦
時
経

消
の
越
替
に
必
要
な
る
物
資
の
生
産
に
闘
し
て
は
、
奨
励
金
を
交
付
し
た
り
、
損
失
柿
償
を
行
っ
た
り
、
兎
税
、
設
備
償
却
金
の
柿

給
、
世
債
畿
行
上
の
特
典
等
を
興
へ
た
り
し
、
進
ん
で
は
、
政
府
の
出
資
に
よ
る
特
殊
命
日
批
に
既
設
の
諸
合
吐
、
諸
国
贈
を
統
合
せ

し
め
て
、
資
金
の
確
保
、
資
材
の
配
給
、
経
州
貯
の
ム
日
明
化
に
よ
り
、
生
産
の
般
大
を
計
り
、
更
に
二
防
法
ん
で
は
、
政
府
自
ら
が
事

F

業
計
聾
及
び
そ
の
置
施
に
参
興
し
、
政
府
の
許
可
な
く
し
て
生
産
の
駿
止
又
は
休
止
を
禁
じ
、
設
備
の
横
張
や
改
良
乞
命
じ
、
資
材

の
剖
営
を
行
ひ
、
生
産
数
量
又
は
供
出
品
乞
命
ビ
得
る
市
滑
に
伝
っ
た
専
を
紹
介
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。
第
二
は
貿
易
統
制
と
物
資
使
用
統
制

に
つ
い
て
述
べ
、
輸
出
入
は
全
般
的
に
政
府
の
許
可
な
く
し
て
行
ふ
事
が
禁
止
せ
ら
れ
、
輸
入
輪
出
仰
れ
に
閲
し
て
も
極
め
て
高
度

の
制
限
を
受
け
る
や
う
に
な
り
、
輸
出
尚
口
川
の
原
料
資
材
の
獲
得
の
た
め
に
は
、
リ
ン
ク
制
が
採
用
せ
ら
れ
、
更
に
之
等
原
料
資
材

¥
 

を
使
用
し
て
輪
出
品
の
生
産
に
従
事
し
得
る
業
者
に
闘
し
て
、
之
れ
又
制
限
が
加
へ
ら
れ
る
に
至
っ
た
事
を
皐
げ
て
居
ら
る
L

の
で

続
属
新
秩
序
の
展
開

七



経
済
新
秩
序
の
展
開

七

あ
る
。
物
資
の
使
用
統
制
に
闘
し
て
は
、
輪
出
一
を
挺
興
し
て
、
外
貨
又
は
必
要
と
す
る
栴
外
物
資
を
パ

l
タ
ー
に
よ
り
直
接
に
帥
保

せ
ん
が
た
め
に
行
は
る
L
も
の
と
、
職
時
粧
掛
に
必
要
な
る
闘
内
物
資
の
確
保
の
た
め
に
、
比
較
的
不
要
、
不
告
に
属
す
る
使
用
を

制
限
禁
止
じ
、
又
は
節
約
せ
し
め
ん
が
矯
め
に
行
は
る
L

も
の
に
つ
き
、
夫
々
の
物
資
別
に
詳
細
な
る
併
設
が
興
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

第
三
の
燃
料
統
制
は
、
第
一
の
生
産
税
制
と
第
二
の
使
用
統
制
の
結
合
せ
る
も
の
で
あ
り
、
第
四
の
電
力
統
制
は
電
力
の
岡
家
的
目
現

に
迄
進
展
し
て
ゐ
る
事
が
解
説
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
第
五
は
金
の
統
制
で
あ
る
が
、
金
準
備
の
評
慣
替
の
行
は
れ
た
事
、
及
金
地
金
の

取
引
を
許
可
制
と
、
な
し
た
る
外
は
、
第
一
の
生
産
統
制
及
第
二
の
物
資
使
用
統
制
を
併
用
せ
る
制
限
が
興
へ
ら
れ
て
ゐ
る
事
が
示
さ

れ
て
ゐ
る
。
第
六
の
金
融
統
制
に
つ
い
て
は
、
戦
時
経
由
桝
白
蓮
皆
上
不
念
の
箆
業
に
資
金
の
流
出
す
る
事
を
防
止
し
、
公
債
の
治
流

に
、
又
寧
需
産
業
へ
の
資
金
の
供
給
な
制
樫
な
ら
し
め
ん
が
箆
め
に
、
金
融
機
関
J

を
し
て
、
政
府
の
許
可
な
く
資
金
の
貸
付
を
行
ふ

事
を
禁
止
し
、
合
枇
の
行
ふ
配
常
の
制
限
に
迄
及
ん
だ
事
が
指
示
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
第
七
は
町
給
統
制
に
闘
す
る
も
の
に
し
て
鞍
時

に
於
て
必
要
と
ぜ
ら
れ
る
重
要
物
資
の
取
引
に
閲
し
て
は
、
物
資
別
に
配
給
量
が
割
営
て
ら
れ
、
取
引
に
参
加
ハ
し
料
る
者
に
封
し
て

も
統
制
を
行
ひ
、
取
引
先
及
び
取
引
数
量
や
在
庫
数
且
単
一
の
報
告
を
行
は
し
め
調
夜
を
友
す
事
が
奉
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
第
八
に
は
債
格

統
制
乞
挙
げ
、
不
世
に
高
憤
友
る
償
格
を
以
て
服
寅
し
、
見
山
、
賢
惜
を
友
す
事
が
禁
止
せ
ら
れ
、
債
格
公
示
制
の
働
行
や
、
最
高

慣
格
の
制
L

足
、
債
格
引
上
停
止
、
債
格
安
定
制
等
の
行
は
れ
た
事
、
債
格
統
制
の
た
め
の
委
員
合
制
の
採
用
せ
ら
れ
た
事
が
述
べ
ら

れ
て
ゐ
る
。
第
九
は
交
通
運
輸
に
闘
す
る
統
制
で
あ
っ
て
、
海
運
陸
運
に
闘
し
て
政
府
は
、
庇
範
閏
に
亘
る
干
渉
を
行
ひ
、
臨
時
の

必
要
に
針
路
せ
し
め
ん
と
し
て
ゐ
る
事
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
第
十
は
貯
蓄
の
奨
蹴
の
た
め
の
諸
施
設
で
あ
っ
て
、
公
債
の
消
化
、
思

性
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
防
止
の
た
め
に
必
要
な
る
事
が
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
。
共
の
人
的
統
制
に
閲
し
て
は
、
政
府
は
必
要
あ
る
時

に
は
、
附
労
働
力
の
動
員
を
行
ひ
、
又
野
働
保
件
を
決
定
し
得
る
事
、
技
術
家
の
鹿
術
に
方
つ
て
は
政
府

ω許
可
を
必
要
と
す
る
事
、

職
業
紹
介
事
業
白
岡
替
化
、
職
業
能
力
の
議
録
制
、
就
業
時
間
の
制
限
、
健
康
保
険
制
等
が
奉
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
要
す
る
に
戦
時
に

必
要
な
る
労
働
力
の
確
保
と
そ
の
緋
持
喰
逃
を
計
ら
ん
と
す
る
目
的
を
以
っ
て
行
は
れ
た
も
の
に
外
な
ら
た
い
。
以
L
し
は
教
授
が
時



時
下
に
於
け
る
我
闘
統
制
経
消
の
現
欣
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
所
の
大
安
で
あ
っ
て
、
将
来
に
聞
し
て
は
、
日
淵
支
を
匂
括
せ
る
東

直
粧
消
プ
ロ
ッ
ク
の
長
期
建
設
を
行
は
・
な
け
れ
ば
な
ら
や
、
図
際
情
勢
の
不
安
も
中
々
除
か
れ
ぬ
で
あ
ら
う
か
ら
、
閣
内
に
が
、
け
る

経
済
統
制
は
、
多
く
の
部
聞
に
於
て
将
来
共
左
程
緩
ま
ぬ
で
あ
ろ
う
と
見
て
居
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
共
後
如
何
な
る
情
勢
が
展
開
せ

ら
れ
た
か
と
一
再
ふ
と
、
昭
和
十
四
年
の
春
頃
か
ら
特
に
農
村
附
労
働
力
の
欠
乏
が
漸
く
頴
著
た
る
様
相
を
一
不
す
や
う
に
な
り
、
外
は
糊

豪
閣
境
方
面
に
於
て
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
あ
り
、
米
関
よ
り
は
趣
向
保
約
鹿
乗
り
通
背
を
受
け
、
八
月
に
は
獅
ソ
不
侵
略
保
約
の
締

結
を
見
て
、
所
謂
困
際
情
勢
の
複
雑
怪
奇
の
下
に
、
一
千
泊
内
閣
よ
り
阿
部
内
閣
へ
と
移
行
す
る
と
見
る
や
、
九
月
に
入
り
て
樹
逸
の

ポ
ー
ラ
ン
ド
作
戦
開
始
せ
ら
れ
、
拾
に
欧
洲
戦
争
の
勃
護
を
見
る
に
至
っ
た
。
斯
か
る
間
際
関
係
の
念
特
緊
迫
せ
る
中
に
、
七
月
に

は
閤
民
徴
用
令
の
貫
施
、
賃
銀
統
制
令
の
施
行
、
八
月
一
日
を
期
し
て
陥
時
岡
勢
調
官
討
を
行
ひ
、
所
前
物
の
岡
勢
調
茶
に
よ
っ
て
戦

時
統
制
経
怖
の
基
礎
資
料
の
蒐
集
が
行
は
れ
た
。
欧
訓
戦
争
の
勃
裂
と
共
に
諸
物
慣
は
念
騰
の
趨
勢
を
と
っ
た
の
と
、
慣
絡
統
制
令

に
伴
っ
て
個
別
商
品
の
慣
格
公
定
を
行
は
ん
と
す
る
も
、
或
る
商
品
の
債
格
の
公
定
が
成
立
し
た
頃
に
は
、
最
早
や
他
の
諸
商
品
の

債
格
は
上
井
し
て
、
慣
格
闘
係
の
遁

E
さ
が
失
は
れ
闇
取
引
を
誘
渡
し
た
り
、
供
給
の
停
滞
を
持
ち
来
し
て
品
不
足
と
な
り
、
或
は

品
質
の
低
下
と
な
っ
た
り
す
る
の
で
、
先
づ
一
旦
物
債
を
停
止
し
て
置
い
て
か
ら
で
、
な
く
て
は
、
債
格
の
統
制
は
貴
行
じ
得
友
い
事

情
も
あ
っ
た
の
で
、
所
謂
九
・
一
八
の
慣
格
停
止
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
本
令
は
若
干
の
除
外
令
在
設
け
た
外
は
全
般
的
に
、
物
慣
、

運
賃
、
賃
金
等
の
慣
格
引
上
げ
停
止
を
命
じ
た
。
十
月
に
は
地
代
J

家
賃
の
統
制
令
が
地
行
せ
ら
れ
、
十
一
月
に
は
米
の
最
高
販
賓
債

格
を
石
川
十
三
聞
と
大
巾
の
引
上
げ
を
行
ひ
、
と
れ
は
煙
草
専
寅
債
格
の
引
上
げ
と
共
に
、
九
・
一
八
債
格
停
止
令
の
除
外
令
に
属

し
て
ゐ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
政
府
の
一
般
低
物
債
政
策
の
方
針
に
逆
行
す
る
も
の
で
な
い
か
と
一
五
ふ
聾
が
一
時
相
常
暗
ま
し
か
っ

た
。
十
二
月
に
は
小
作
料
に
闘
す
る
統
制
方
針
が
決
定
し
、
叉
米
穀
の
強
制
買
上
を
地
方
長
宵
が
行
ひ
得
る
事
と
な
っ
た
。
此
年
は

外
地
内
地
の
米
作
地
帯
に
早
官
官
を
受
け
た
事
も
直
接
の
原
因
と
・
な
っ
て
、
従
来
襲
翻
せ
ら
れ
来
っ
た
戦
時
食
鵡
問
題
が
漸
〈
前
両
に

押
し
出
さ
れ
て
来
た
。
他
方
十
二
月
三
十
一
日
を
期
し
て
勢
務
動
態
調
奈
が
行
は
れ
、
附
労
働
力
に
到
す
る
重
嬰
な
る
資
料
の
蒐
集
が

経
済
新
秩
序
の
展
開

一
七
三



経
済
新
秩
序
の
展
開

一
七
四

行
は
れ
た
の
で
る
る
。
十
五
年
に
入
る
や
、
野
顕
内
閣
の
交
誌
が
行
は
れ
米
内
内
聞
と
な
っ
て
、
経
摘
の
統
制
化
も
柏
々
絞
和
せ
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
一
五
ふ
や
う
な
撃
も
る
っ
た
の
で
あ
る
が
、
岡
氏
経
怖
の
客
制
的
念
事
態
が
之
を
許
さ
や
議
々
阻
化
の
一
訟
を

辿
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
二
月
に
は
マ
ッ
チ
の
製
也
配
給
令
が
公
布
せ
ら
れ
、
青
少
年
の
居
入
も
制
限
せ
ら
る
L
に
五
り
、

方

生
計
費
の
増
大
に
仲
つ
℃
、
下
級
俸
給
生
活
者
に
封
す
る
家
故
手
常
支
給
が
討
議
せ
ら
る
L
事
に
な
り
、
債
格
の
統
制
を
よ
り
有
効

趨
切
な
ら
し
め
ん
が
詰
め
に
、
新
ら
た
に
物
使
割
策
審
議
ム
吋
阿
佐
設
置
し
、
債
格
形
成
委
員
合
と
引
離
し
て
、
一
一
版
物
情
、
例
別
慣
格

と
夫
々
に
問
題
を
分
っ
て
方
策
を
進
め
る
事
と
し
た
。
一
方
所
前
百
億
橡
算
の
成
立
に
仲
ひ
、
同
月
に
は
税
制
の
大
改
正
が
行
は
れ
、

税
制
の
部
面
に
於
て
も
最
早
ゃ
、
臨
時
事
援
と
一
五
ふ
や
う
な
、
何
か
臨
時
的
な
印
象
を
仲
ふ
性
格
か
ら
離
枕
し
て
、
長
期
の
閥
防
財

政
の
閣
制
を
と
る
に
至
っ
た
。
精
勤
の
機
構
も
改
組
せ
ら
れ
、
理
論
よ
り
も
賢
践
へ
移
行
す
る
事
が
銘
々
要
望
せ
ら
れ
て
来
た
。
陸

一
平
で
は
匙
で
趨
正
利
制
算
定
市
町
制
を
護
炎
し
、
軍
需
産
業
、
に
於
け
る
雌
行
景
気
の
調
整
が
進
め
ら
れ
る
事
と
な
り
、
利
潤
統
制
が
そ

の
賢
殻
を
翠
げ
件
る
や
う
に
な
づ
て
来
た
。
五
月
に
入
る
や
戦
時
食
糧
報
凶
運
動
を
起
し
、
閥
民
会
般
が
節
米
を
必
要
と
す
る
事
と

な
り
、
砂
糖
、

マ
ッ
チ
、
綿
製
品
の
切
符
制
が
蹟
く
行
は
れ
る
や
う
に
な
っ
た
。

此
問
硝
逸
の
電
撃
作
戦
が
、
低
地
方
聞
に
展
開
せ
ら
れ
、
僅
々
数
週
間
に
し
て
、
和
闘
、
白
耳
義
を
い
防
措
し
、
英
伸
聯
ム
口
市
を
、

フ
ラ
ン
、
ダ
1
ス
の
野
に
包
閲
峨
減
、
巴
里
は
陥
落
し
て
コ
ン
ピ
ヱ
l
ヌ
の
森
に
澗
仰
休
戦
保
約
が
締
結
せ
ら
れ
た
。
我
軍
は
仰
印
に

進
駐
し
て
、
重
度
政
棋
の
背
後
を
絶
つ
作
戦
に
出
る
に
至
っ
た
が
、
米
関
は
篠
々
我
闘
に
到
し
経
桝
封
鎖
の
態
度
を
露
呈
し
、
七
月

に
は
軍
需
機
材
の
禁
輸
を
決
定
、
又
行
油
及
屑
餓
佐
輸
出
許
可
品
目
に
加
へ
、
八
月
に
は
ガ
ソ
リ
ン
禁
輸
、
九
月
に
は
飛
行
機
に
闘

す
る
機
材
を
輸
出
許
可
品
目
に
加
へ
て
輸
出
を
制
限
し
、
十
一
月
に
は
迭
に
府
搬
の
禁
輸
を
行
ふ
に
至
っ
た
。
八
月
よ
り
は
澗
趨
飛

行
機
の
大
奉
英
本
土
爆
撃
が
開
始
せ
ら
る
L

に
五
り
、
掛
か
る
岡
際
関
係
の
一
大
理
換
が
行
は
れ
た
の
で
我
悶
封
外
方
針
も
一
段
の

躍
進
と
強
化
を
必
要
と
す
る
事
と
な
り
、
米
内
内
閣
は
退
い
て
事
費
下
第
二
攻
の
近
衛
内
閣
が
出
現
す
る
に
至
っ
た
。
即
ち
誌
に
汀

稲
川
町
一
二
回
一
同
既
成
立
し
艇
持
続
制
は
此
問
に
於
て
従
々
挫
民
し
、
七
月
に
は
存
修
品
川
中
製
法
版
資
制
限
左
衛
行
、
所
前
者
修
禁
止
令



が
護
動
せ
ら
る
L

に
至
っ
た
。
八
月
に
は
肥
料
統
制
、
青
鮮
食
料
品
配
給
の
新
組
織
が
出
来
上
り
、
九
月
に
は
米
穀
配
給
統
制
を
施

行
、
又
園
土
計
葺
設
定
嬰
綱
が
決
定
せ
ら
れ
た
e

十
月
一
日
に
は
第
五
回
岡
勢
調
高
行
は
れ
、
十
一
月
に
は
米
穀
に
閲
し
て
越
に
管

理
規
則
が
公
布
せ
ら
れ
る
事
と
た
っ
た
。
縛
失
業
針
策
と
し
て
は
、
岡
氏
職
業
指
導
町
、
岡
氏
勤
努
訓
紋
所
、
岡
氏
更
生
金
庫
の
三

本
立
て
に
よ
っ
て
施
設
の
整
備
を
見
る
に
歪
り
、
一
方
に
於
て
日
満
支
粧
掛
建
設
要
綱
や
、
勤
持
新
膿
制
要
制
の
決
定
が
行
は
る
L

と
共
に
、
他
方
に
於
て
は
、
木
山
友
割
首
配
給
制
、
従
業
者
移
動
防
止
令
、
雑
穀
配
給
統
制
、
宅
地
建
物
侵
格
統
制
等
統
制
部
面
は
着

々
と
し
て
進
展
蹟
大
せ
し
め
ら
れ
て
来
た
。
翻
っ
て
十
月
に
は
ピ
ル
マ
援
蒋
公
路
の
再
開
、
伊
希
の
交
戦
献
態
が
勃
穫
し
、
内
外
共

に
益
々
多
事
と
な
っ
て
、
闘
民
の
総
力
的
組
織
が
毎
々
要
望
せ
ら
る
L

に
至
っ
た
。
斯
く
て
十
月
に
大
政
翼
賛
合
の
護
人
間
式
が
行
は

れ
、
十
二
月
に
は
臨
時
中
央
協
力
合
議
が
保
さ
れ
、
大
政
翼
賛
合
同
質
践
要
綱
ゃ
、
経
済
新
開
制
要
綱
が
決
定
護
表
せ
ら
る
L

に
至
っ

た
。
と
れ
よ
り
さ
き
十
一
月
に
は
、
大
日
本
産
業
報
岡
舎
が
創
立
せ
ら
れ
、
東
亜
粧
桝
懇
談
合
同
の
開
催
と
か
、
日
華
基
本
保
約
の
締

結
等
我
閤
園
民
経
済
の
展
開
に
劃
し
て
重
要
た
関
係
を
有
す
る
事
件
が
生
じ
来
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
政
府
は
更
に
貿
易
統
制
令
を

護
勤
し
て
、
輸
出
輸
入
の
命
令
を
な
し
、
同
時
に
そ
の
封
象
と
・
な
っ
た
物
財
の
配
給
及
保
管
に
闘
し
で
も
命
令
し
得
る
事
と
な
っ
た
。

弐
は
生
活
必
需
品
に
閲
す
る
統
制
令
を
護
勤
し
、
生
活
必
需
品
の
取
引
数
量
、
方
法
、
取
引
に
闘
興
し
得
る
者
、
配
給
の
匝
域
等
を

命
令
し
、
切
符
制
度
、
通
帳
制
度
を
集
荷
配
給
の
統
制
機
闘
を
し
て
行
は
し
め
得
る
や
う
に
定
め
、
生
産
者
に
は
生
産
命
令
を
護
し
、

規
裕
日
間
以
外
の
生
産
を
制
限
し
得
る
事
と
し
、
消
費
部
商
に
封
し
て
は
、
数
量
及
用
詮
に
剖
し
制
限
禁
止
を
な
し
得
る
事
と
怠
っ
た
0
4

更
に
森
林
、
農
地
等
に
封
し
で
も
債
格
統
制
を
及
ぼ
す
事
と
な
り
、
特
に
重
要
と
思
惟
せ
ら
れ
る
も
の
は
農
地
管
理
令
の
殻
勤
で
あ

っ
て
、
地
方
長
官
の
許
可
な
く
し
て
農
地
を
耕
作
以
外
の
目
的
に
向
っ
て
、
使
用
、
震
民
、
貸
付
を
行
ふ
事
は
禁
止
せ
ら
れ
、
又
忠
一

閑
地
に
封
し
て
は
、
そ
の
利
用
を
斡
旋
又
は
命
令
し
符
る
事
と
な
り
、
作
物
の
種
類
を
指
定
し
て
作
付
を
命
ヒ
、
不
要
不
急
の
作
付
i

は
と
れ
を
制
限
禁
止
し
得
る
事
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

斯
く
て
粧
慣
の
統
制
は
、
生
産
、
流
通
、
分
配
、
泊
費
、
即
ち
凶
民
経
済
過
程
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
及
び
、
夫
々
の
部
門
内
に
於
け

経
済
新
秩
序
の
展
開

一
七
五



経
済
新
秩
序
の
展
開

る
統
制
は
益
々
進
展
、
強
化
せ
ら
れ
来
っ
た
の
で
あ
る
。
市
し
て
上
越
せ
る
所
の
我
関
統
制
粧
怖
の
現
欣
は
、
正
し
く
職
時
の
要
請
ー

七
戸且→aノ、

の
下
に
護
展
強
化
せ
ら
れ
来
っ
た
も
の
で
、
中
島
教
授
の
指
摘
せ
ら
る
L
如
く
、
我
岡
統
制
粧
消
の
現
欣
は
戦
時
経
梢
の
特
色
を
持

つ
も
の
た
る
事
は
論
を
ま
た
な
い
。
然
し
乍
ら
統
制
経
済
は
必
や
や
常
に
鞍
時
粧
情
の
特
色
に
止
ま
る
も
の
で
あ
る
か
、
統
制
緩
梢

は
強
制
経
怖
と
必
や
や
常
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
主
言
ふ
問
題
は
残
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
け
だ
し
統
制
粧
摘
阿
佐
川
戦
時
の

経
済
な
り
と
す
る
・
な
ら
ば
、
戦
争
が
勃
裂
し
な
け
れ
ば
統
制
経
摘
は
行
は
れ
や
、
又
戦
争
が
終
了
す
る
な
ら
ば
純
情
統
制
は
消
滅
す

る
と
云
ふ
論
理
が
成
立
す
る
理
と
な
り
、
か
L
る
統
制
経
械
を
強
制
経
済
と
考
へ
自
由
経
怖
に
釘
立
す
る
も
の
と
せ
ば
、
戦
争
が
起

り
さ
え
し
・
な
け
れ
ば
、
戦
争
が
格
り
さ
へ
す
れ
ば
自
由
経
済
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
云
ふ
思
想
的
前
提
の
存
在
が
橡
想
せ
ら
れ
る
の
で

は
な
か
ら
う
か
。
近
代
に
於
け
る
閤
民
経
済
の
護
建
は
、
自
由
主
義
の
経
済
秩
序
を
基
礎
と
し
て
展
開
せ
ち
れ
来
っ
た
事
は
能
人
も

否
定
す
可
か
ら
ざ
る
牒
史
上
の
事
買
で
あ
る
。
然
る
に
今
や
自
由
主
義
は
経
桝
の
奮
秩
序
と
化
し
、
新
秩
序
と
し
て
統
制
主
義
が
前

商
に
現
は
れ
来
っ
た
事
も
亦
守
ふ
可
か
ら
ざ
る
事
買
な
の
で
あ
る
。
市
し
て
と
の
純
情
の
皆
秩
序
よ
り
新
秩
序
へ
の
移
行
が
、
川
市
し

て
戦
争
と
云
ふ
が
如
き
経
済
外
的
友
又
偶
護
的
な
原
因
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
或
は
然
ら
守
し
て
閥
民
経
済

に
内
在
す
る
原
因
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
。
も
し
前
者
で
あ
っ
て
閤
民
経
怖
に

肘
凶
。

m
g巾
た
開
悶
に
よ

っ
て
結
果
せ
る
も
の
と
せ
ば
、
そ
れ
は
本
質
的
に
は
過
渡
的
又
偶
殻
的
な
る
現
象
に
し
て
、
問
題
の
針
策
も
経
消
外
的
方
法
を
以
つ

て
足
り
る
で
あ
ら
う
。
然
る
に
も
し
後
の
場
合
で
る
っ
て
、
岡
氏
粧
怖
に
出

E
C
m
g巾
の
開
閃
に
よ
っ
て
将
来
せ
ら
れ
だ
る
も
の
で

あ
る
な
ら
ば
恒
常
的
必
然
的
な
る
現
象
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
問
題
に
封
底
す
る
方
法
も
探
く
問
民
純
情
の
内
部
に
及
ば
ざ
る

を
仰
な
く
・
な
る
で
あ
ら
う
。
由
っ
て
以
下
問
題
を
掛
か
る
角
度
に
於
て
定
志
し
、
純
情
新
秩
序
の
本
質
を
究
明
ぜ
ん
と
す
る
意

M
P

下
に
考
察
を
進
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ニ
、
自
由
主
義
経
滴
の
設
展
過
程



問
題
を
以
上
の
や
う
に
設
定
す
る
、
な
ら
ば
、
考
察
の
中
心
剖
制
裁
は
同
氏
絞
桝
を
組
織
化
し
、
秩
序
付
け
て
行
く
所
の
も
の
が
何
か
、

そ
れ
が
如
何
に
あ
っ
た
か
、
そ
し
て
如
何
に
あ
り
、
如
何
に
あ
る
で
あ
ら
う
か
、
主
一
五
ふ
機
構
費
動
の
検
討
に
あ
る
。
然
ら
ば
先
づ

園
民
経
消
組
織
の
憾
史
的
概
視
に
つ
い
て
一
腹
燭
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
我
関
岡
氏
粧
怖
の
Mm
史
的
殻
展
過
程
に
闘
し
で
は
、
或

は
生
売
の
見
地
よ
り
、
又
は
消
費
の
見
地
よ
り
、
持
叉
交
換
の
見
地
よ
り
、
更
に
枇
命
日
組
織
の
見
地
よ
り
、
夫
々
の
稜
展
段
階
を
分

ヲ
事
が
出
来
る
の
で
あ
っ
て
、
遊
放
時
代
の
史
寅
に
飲
け
て
ゐ
る
事
ゃ
、
封
建
時
代
が
欧
洲
の
そ
れ
に
比
し
て
、
商
業
資
本
の
高
度

に
護
建
せ
る
特
異
性
を
有
し
て
ゐ
る
事
等
に
於
て
日
本
的
性
格
を
帯
び
、
而
し
て
掛
か
る
特
殊
性
の
研
究
は
制
め
て
重
要
な
る
も
の

で
b
る
が
、
単
一
経
摘
の
自
給
自
足
に
よ
る
封
鎖
的
家
庭
経
済
か
ら
、
市
場
流
通
純
情
へ
と
、
経
消
組
織
に
於
け
る
一
般
的
史
的
費

濯
を
辿
っ
て
今
日
に
及
ん
で
ゐ
る
事
に
閲
し
て
は
散
人
も
疑
ひ
得
ざ
る
所
で
あ
る
。
保
か
に
残
存
せ
る
大
家
族
の
遺
制
や
、
奮
い
停

統
を
遺
せ
る
内
地
農
家
の
遺
風
に
よ
っ
て
、
家
肢
を
中
心
と
せ
る
封
鎖
的
家
庭
経
消
の
時
代
を
推
測
す
る
事
も
問
来
る
が
、
府
闘
制

の
史
資
は
氏
伎
を
中
心
と
せ
る
自
給
自
足
経
済
を
物
語
り
、
封
建
時
代
の
諸
務
、
特
に
大
器
に
関
す
る
史
料
に
よ
れ
ば
地
方
経
済
の

と
の
聞
に
市
場
流
通
経
摘
が
漸
次
護
達
し
来
り
、
封
建
制
の
山
別
法
に
よ
り
明
治
時
代
と
な
る
に

典
型
的
な
存
在
左
知
る
の
で

b
る。

及
ん
で
、
近
代
的
岡
氏
経
済
の
成
立
を
見
、
四
分
の
三
世
紀
の
短
期
聞
に
資
本
主
義
の
各
段
階
を
な
速
に
経
過
し
来
っ
た
の
で
あ
る
。

封
鎖
的
家
庭
経
済
の
時
代
に
於
て
は
、
交
換
過
程
が
未
だ
護
法
せ
や
、
自
己
生
産
が
行
は
れ
て
、
同
一
一
粧
梢
単
位
内
に
於
て
、
生
産

泊
費
の
闘
係
が
完
了
し
、
生
産
せ
ら
れ
た
も
の
が
、
直
接
に
泊
費
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
単
一
純
情
に
於
て
必
嬰
と
せ
ら
れ

る
も
の
ミ
み
が
、
そ
の
必
要
と
せ
ら
れ
る
範
聞
に
於
て
生
産
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
生
産
は
消
費
の
た
め
に
必
要
と
せ
ら
れ
る

種
類
と
数
日
互
に
従
っ
て
配
底
建
行
せ
ら
れ
、
治
安
は
そ
の
生
産
結
果
に
基
い
て
充
足
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
J

と
の
経
済
形
態
の
下
に
於
い
て
、
生
産
獲
得
の
封
象
と
な
る
も
の
は
、
純
粋
な
る
意
味
に
於
け
る
財
で
あ
っ
て
、
慣
値
も
亦
純
粋

と
L

で
は
資
本
は
ま
だ
殻
建
せ
4
1
貨
幣
も
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
。
交
換
艇
怖
の
下
に
於

け
る
慣
格
構
成
の
一
理
論
を
抽
象
普
遍
化
せ
る
純
粋
経
済
壊
の
論
理
を
以
っ
て
臨
む
事
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
と
の
時
代
に
於
い

に
使
用
促
値
に
止
ま
る
の
で
あ
る
。

絞
済
新
秩
序
の
皮
肉

一
七
七



総
務
新
秩
序
の
展
開

一
七
八

て
は
生
産
の

H
H
E
g
が
狭
少
で
あ
り
、
知
識
技
術
の
護
建
が
未
だ
行
は
れ
や
、
生
物
生
産
を
主
聞
と
す
る
農
耕
時
代
及
そ
れ
以
前

に
同
局
す
る
を
以
て
、
自
然
の
影
鰐
を
受
く
る
事
極
め
て
著
る
し
く
、
天
災
飢
僅
疫
病
等
に
よ
る
自
然
恐
慌
を
屡
々
蒙
っ
た
の
で
あ
る
9

時
に
自
然
保
件
が
良
好
の
た
め
に
盟
館
。
年
も
あ
っ
た
が
、
保
存
加
工
の
技
術
が
未
護
連
に
し
て
且
つ
困
難
た
り
し
た
め
窮
乏
の
準

備
た
十
分
に
行
ふ
事
は
出
来
守
、
所
謂
mw一
S
Z日
々
が
此
時
代
の
経
済
を
通
告
y

る
特
徴
と
な
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

此
時
代
の
粧
摘
に
於
け
る
秩
序
原
理
は
何
で
る
っ
た
か
と
言
へ
ば
、
そ
れ
は
慣
習
で
あ
っ
て
、
自
然
の
不
可
抗
力
を
前
に
し
て
、

長
い
陪
史
を
通
し
て
、
淘
汰
せ
ら
れ
、
趨
膳
せ
る
停
来
の
生
活
方
法
陀
よ
っ
て
規
整
せ
ら
れ
た
の
は
極
め
て
首
然
の
事
で
あ
っ
た
。

人
口
の
増
大
や
、
生
活
困
の
撲
大
が
殆
ん
ど
行
は
れ
な
か
っ
た
事
費
は
、
此
の
事
情
を
裏
書
き
す
る
も
の
と
一
一
百
ふ
事
が
出
来
る
。
又

此
の
事
情
は
現
在
に
至
る
迄
も
農
民
の
保
守
的
性
格
と
し
て
存
績
し
て
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
と
の
粧
陣
形

態
の
特
徴
は
、
と
の
秩
序
原
理
に
基
い
て
、
極
め
て
静
態
的
で
る
り
、
繰
返
し
と
無
縫
化
な
る
事
に
あ
っ
た
。

と
の
無
護
展
性
の
時
代
か
ら
、
交
換
経
消
時
代
へ
の
移
行
は
、
内
図
的
に
は
分
業
の
護
展
に
よ
っ
て
ど
は
あ
る
が
、
と
の
分
業
を

護
展
せ
し
め
た
も
の
は
、
政
治
的
吐
合
的
設
建
と
一
試
ふ
外
図
的
な
要
素
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
特
に
軍
事
的
財
政
的
要
求
に
よ
り

貨
幣
の
護
建
や
、
都
府
を
中
心
と
す
る
市
場
取
引
の
隆
昌
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
流
通
経
掛
の
初
期
で
あ
っ
た
封

建
時
代
の
末
期
迄
は
、
粧
桝
の

H
w
g
g
も
地
方
的
に
限
定
せ
ら
れ
、
領
主
、
貴
族
の
外
に
士
農
工
商
と
一
五
ふ
、
身
分
的
職
業
的
分
化

は
護
達
し
た
が
、
依
然
と
し
て
経
済
の
秩
序
原
理
は
、
慣
習
に
し
て
、
人
口
の
大
部
分
は
農
耕
に
従
事
し
、
農
村
は
醤
態
依
然
と
し

て
、
白
足
自
給
を
檎
践
し
、
儲
主
を
過
し
て
枇
舎
に
釘
し
一
方
的
に
食
料
を
供
給
す
る
以
外
は
、
殆
ん
ど
貨
幣
経
桝
の
時
外
に
置
か

れ
、
ヱ
は
家
内
手
工
業
の
脱
皮
に
止
ま
り
、
商
は
と
れ
ら
を
連
絡
す
る
中
間
業
と
し
て
、
又
領
主
貴
放
或
は
生
産
者
へ
の
金
融
業
と

し
て
比
較
的
活
躍
し
た
と
一
言
ふ
事
情
に
止
っ
た
の
で
あ
る
。
都
府
の
商
人
、
工
匠
共
各
々
身
分
的
に
闇
瞳
を
形
成
し
、
共
聞
の
移
動
。

は
制
限
せ
ら
れ
、
職
業
上
の
制
約
も
、
そ
の
範
悶
そ
の
脱
皮
に
於
て
極
め
て
徹
底
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
徒
弟
制
や
五
人
組
さ
て
は

座
の
制
度
等
の
行
は
れ
て
ゐ
た
事
、
領
主
が
領
民
の
生
活
分
野
に
一
旦
り
、
院
汎
微
細
に
一
且
る
制
限
を
行
ひ
し
事
、
貴
族
武
士
が
消
費



友
田
階
紐
と
し
て
、
枇
合
的
生
時
の
大
な
る
分
前
を
必
要
と
す
る
に
至
っ
た
事
、
農
民
が
枇
舎
の
純
生
産
を
賀
ら
す
買
の
生
産
階
級

な
り
と
し
て
比
較
的
に
等
霊
せ
ら
れ
た
事
等
は
、
経
済
護
民
の
本
段
階
に
於
て
常
然
の
結
果
と
見
る
可
き
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に

こ
そ
、
東
西
共
規
を
一
に
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
は
我
間
資
本
主
義
の
護
法
以
前
の
概
腕
で
あ
っ
て
、
家
長
校

長
悦
主
の
命
令
に
よ
り
、
叉
夫
々
の
組
合
圏
胞
の
規
約
を
通
じ
て
、
終
消
生
活
の
全
面
に
亘
っ
て
規
整
、
制
限
が
行
は
れ
、
所
謂
拘

束
粧
捕
の
形
相
を
示
す
の
で
あ
る
が
、
斯
か
る
規
整
制
限
の
根
底
に
蹴
る
も
の
は
、
慣
習
と
一
五
ふ
静
態
的
危
叉
消
極
的
友
秩
市
原
理

で
あ
っ
て
、
経
済
の
内
図
的
殻
展
は
と
の
原
理
の
下
に
封
鎖
せ
ら
れ
た
と
も
見
る
事
が
出
来
ゃ
う
。
更
に
斯
か
る
秩
序
原
理
が
支
配

し
得
た
可
能
性
を
興
ふ
る
所
の
保
件
と
し
て
は
、
官
時
の
経
済
生
活
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
何
回
C
B
が
極
め
て
狭
少
で
あ
り
、
内
容

も
樹
め
て
単
純
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
と
れ
と
全
然
そ
の
依
件
を
異
に
し
て
ゐ
る
今
日
の
粧
掛
生
活
に
於
て
、
常
時
の
如

き
秩
序
回
理
の
上
に
、
首
時
の
如
き
組
織
の
下
に
、
官
時
の
如
き
様
相
を
以
っ
て
、
経
消
の
統
制
が
行
は
れ
る
も
の
と
考
へ
る
な
ら
一

ば
、
そ
れ
は
枇
命
日
現
象
の
版
史
的
議
展
な
排
へ
や
、
世
倉
科
壊
の
本
質
を
無
耐
せ
る
謬
見
と
一
言
は
ざ
る
そ
得
友
い
。

さ
て
上
越
の
秩
序
が
欝
秩
序
と
化
し
、
市
場
流
通
経
済
へ
の
移
行
が
如
何
に
展
開
さ
れ
た
か
を
、
極
め
て
概
柄
的
に
視
察
す
る
な

ら
ば
、
徳
川
幕
府
に
よ
る
政
治
的
中
央
集
様
化
の
進
展
、
特
に
参
勤
交
替
制
に
よ
り
中
央
文
化
と
地
方
文
化
と
の
交
流
の
促
進
、
貨

幣
及
商
取
引
の
揖
大
等
に
因
っ
て
、
漸
北
地
方
的
領
域
経
済
が
岡
氏
経
捕
の
成
立
に
向
っ
て
護
展
的
の
解
消
を
詮
げ
ざ
る
を
得
品
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
時
恰
か
も
欧
米
諸
岡
は
近
代
岡
家
の
殻
展
期
に
際
合
し
、
植
民
地
を
求
め
て
遠
く
東
洋
に
迄
進
出
し
来
っ
た
。
夙

に
織
田
、
盟
自
の
時
代
に
東
洋
に
迄
進
出
し
来
っ
た
和
閣
は
未
だ
買
力
を
背
景
と
し
て
詰
る
に
五
ら
や
、
出
島
の
一
角
に
嗣
昨
し
て

主
と
し
て
通
商
及
文
化
の
交
流
を
以
て
満
足
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
徳
川
の
末
期
に
不
一
り
て
我
に
開
港
を
一
過
れ
る
露
・
米
・
英
・

仰
は
艦
隊
を
擁
し
来
り
、
最
早
や
我
鎖
闘
の
機
績
は
困
難
と
な
っ
た
。
そ
し
て
明
治
維
新
は
封
建
制
の
念
砂
且
つ
完
全
な
陵
棄
と
、

中
央
集
植
の
近
代
閤
家
賠
制
の
定
成
で
あ
っ
た
。
闘
内
市
場
の
流
通
が
荊
穫
に
開
始
せ
ら
れ
る
と
共
に
、

一
躍
し
て
閥
際
取
引
も
行

ば
れ
る
事
と
な
り
、
中
央
政
府
の
機
能
の
摘
大
に
仲
ひ
、
閣
民
経
捕
に
封
す
る
財
政
的
要
求
も
念
速
に
増
大
し
、
後
進
閤
と
し
て
売

経
済
新
秩
序
の
展
開

一
七
九
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進
国
に
迫
ひ
付
か
ん
が
矯
め
に
、
官
民
摩
っ
て
経
楠
的
躍
進
に
努
力
し
た
の
で
あ
る
。
斯
か
る
事
情
の
下
に
あ
っ
て
は
、
官
秩
序
原

理
、
た
る
慣
習
に
基
く
所
の
、
経
済
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
及
ぶ
束
縛
規
殺
に
よ
り
、
一
献
人
同
日
絞
滞
在
組
織
づ
け
て
行
く
事
は
最
早
や

不
可
能
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

あ
ら
ゆ
る
粧
消
活
動
を
従
来
の
束
縛
か
ら
解
放
し
て
個
人
の
創
意
を
強
搾
せ
し
め
、
白
山
に
競
争
せ
し
む
る
事
に
よ
っ
て
枇
合
経

済
を
組
織
せ
し
む
る
事
が
最
も
趨
切
な
り
と
し
て
要
望
せ
ら
る
L

に
及
び
、
拾
に
白
山
競
争
を
秩
序
原
理
と
す
る
所
の
白
山
主
義
経

済
機
構
の
展
開
佐
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
斯
く
て
封
建
時
代
の
慣
習
乞
基
礎
と
す
る
封
鎖
的
秩
序
は
苦
秩
序
と
化
し
去
り
、
日

本
資
本
主
義
時
代
の
裂
明
と
共
に
、
自
由
競
争
を
基
礎
と
す
る
開
放
的
秩
序
が
粧
済
の
新
秩
序
と
し
て
前
回
に
現
は
れ
て
来
た
e

と

の
新
し
い
秩
序
の
下
に
組
織
さ
れ
て
ゐ
る
市
場
流
通
経
済
白
特
質
は
、
従
来
の
生
産
活
動
が
、
自
己
生
庄
で
あ
っ
た
り
、
注
文
生
産

品
乞
主
と
し
て
ゐ
た
の
に
劃
し
て
、
市
場
生
産
と
な
っ
た
事
で
あ
る
。
即
ち
不
定
の
一
帯
阿
古
を
封
象
と
す
る
市
場
に
向
っ
て
白
供
給
の
た

め
に
生
産
活
動
が
皆
ま
れ
る
の
を
原
則
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
使
用
慣
値
を
直
接
に
目
的
と
す
る
財
白
生
売
で
は
な
く
、
交

換
償
値
を
目
的
と
す
る
商
品
の
生
産
が
行
は
れ
、
使
ふ
た
め
で
は
な
く
、
費
る
た
め
の
生
産
活
動
が
典
型
的
と
な
り
、
不
定
の
市
場

を
釘
象
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
純
梓
に
経
済
的
な
危
険
の
要
素
が
設
生
し
来
り
、
儲
け
て
資
れ
さ
え
す
れ
ば
よ
い
と
云
ふ
轡
利
の

精
一
仰
が
成
立
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
財
の
使
用
慣
他
た
る
と
異
り
、
商
品
は
交
換
債
他
た
る
を
本
質
と
す
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
生
産
者
の
閥
心
は
使
用
慣
値
を
増
大
す
る
か
ど
う
か
は
、
第
二
義
的
と
な
り
偶
強
的
と
な
る
。
即
ち
儲
か
り
さ
え
す
れ
ば

ど
ん
な
物
を
生
産
し
て
も
介
は
ぬ
と
云
ふ
反
枇
合
性
が
現
は
れ
て
来
る
。
そ
し
て
と
れ
に
釘
し
で
は
法
規
に
よ
あ
取
締
り
ゃ
い
競
争

に
よ
る
淘
汰
が
要
請
せ
ら
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
た
ピ
生
産
物
は
市
場
に
於
て
賢
れ
な
け
れ
ば
な
ら
や
、
そ
の
矯
め
に
は
究
相
に

於
て
消
費
者
の
要
求
、
即
ち
使
用
便
偵
を
有
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
一
五
ふ
間
接
的
な
闘
連
に
於
て
、
使
刑
慣
値
の
生
庄
と
一
五
ふ
、
生

産
活
動
の
岡
氏
経
消
的
合
目
的
性
が
保
存
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
る
る
。
更
に
こ
の
市
場
生
産
の
目
艇
と
な
る
使
用
慣
値
は
、
自
己
生

産
、
注
文
生
斥
白
場
合
の
如
く
、
凡
(
閥
的
危
客
観
性
乞
備
へ
た
も
の
で
な
く
、
生
席
者
が
未
知
の
泊
費
者
の
現
在
及
将
来
の
使
則
慣



値
在
想
定
し
推
測
し
て
、
と
れ
に
合
致
せ
ん
事
を
努
め
、
匙
ん
で
は
潤
自
の
工
夫
を
撮
ら
し
、
宣
停
を
併
用
す
る
事
に
よ
っ
て
、
新

た
友
る
使
用
慣
値
の
創
迭
に
努
む
る
の
で
る
る
。
と
の
市
場
流
通
経
桝
の
成
立
す
る
前
提
と
し
て
は
、
経
済
の
切
さ
白
も
時
間
く
、

そ
の
内
究
円
も
複
雑
な
る
分
化
が
行
は
れ
、
知
識
技
術
の
水
準
も
高
度
に
護
達
し
、
工
業
化
も
犬
い
に
進
展
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

前
の
時
代
と
具
り
自
然
の
影
響
を
受
く
る
事
も
比
較
的
少
な
く
、
自
然
の
束
描
仰
を
蒙
る
事
の
少
な
い
無
生
物
的
生
産
が
増
大
し
、
閑

氏
粧
怖
の
消
費
部
面
に
於
て
理
想
し
件
・
な
か
っ
た
や
う
な
、
各
種
各
様
の
商
品
が
盟
宮
に
生
産
せ
ら
れ
る
と
一
五
ふ
、
従
来
の
粧
椀
例
措

制
に
於
い
て
は
見
ら
れ
・
な
か
れ
J

た

L
5
5
L
S
2
即
ち
盟
富
な
、
時
と
し
て
過
剰
の
生
産
が
現
出
し
得
る
事
と
な
る
。
更
に
市
場
流

通
経
捕
の
前
提
保
件
で
あ
っ
た
封
建
制
の
山
肌
壌
は
枇
合
の
隷
属
関
係
、
土
地
に
封
す
る
束
縛
関
係
が
廃
棄
せ
ら
れ
た
と
同
時
に
消
費

生
活
の
部
面
に
於
い
て
、
各
人
の
領
主
・
地
主
・
主
家
に
謝
す
る
依
存
闘
係
も
亦
断
絶
す
る
に
至
っ
た
の
で
、
各
人
は
自
己
及
そ
の
出
家

放
の
生
活
に
封
ず
る
直
接
の
責
任
左
負
措
せ
ざ
る
を
得
な
く
・
な
っ
た
。
教
に
於
い
て
各
人
は
そ
の
経
済
活
動
に
よ
っ
て
自
己
及
そ
の

家
族
の
生
活
の
安
定
、
進
ん
で
は
そ

ω設
展
を
先
づ
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
友
い
と
云
ふ
闘
係
の
上
に
、
個
人
主
義
1
1
1
正
し
く
は

個
別
粧
掛
主
義
の
経
済
措
制
が
護
展
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
各
人
の
経
済
的
活
動
が
直
接
に
そ
の
家
族
の
生
活
欣
態
に
反
映
し
、
各

人
の
消
費
生
前
や
生
活
程
度
に
射
す
る
身
分
的
制
限
束
縛
が
除
去
せ
ら
れ
て
、
殆
ん
ど
無
制
限
に
生
活
の
向
上
佐
計
り
得
る
事
と
た

り
、
治
安
部
商
は
往
々
複
雑
多
彩
を
秘
め
、
富
の
集
積
、
財
産
の
増
大
も
無
制
限
に
行
ひ
得
る
事
と
友
り
、
経
情
力
の
諸
積
支
配
を

通
じ
て
枇
命
日
階
居
に
於
け
る
上
昇
の
機
合
が
輿
へ
ら
れ
る
事
と
な
っ
た
の
で
、
之
等
の
要
素
が
各
人
の
経
楠
的
活
動
を
内
面
的
に
刺

戟
す
る
所
顕
著
な
る
も
の
が
あ
り
、
と
の
開
放
的
経
済
に
釣
し
一
好
動
態
的
殻
展
性
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
次
に
市
場
流
通
経

済
の
成
立
は
貨
幣
制
度
の
護
法
、
即
ち
貨
幣
信
用
粧
摘
を
前
提
と
す
る
の
で
る
っ
て
、
市
場
に
於
け
る
交
換
債
値
は
慣
格
と
し
て
符

.
翻
的
に
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
斯
く
て
慣
格
は
市
場
を
通
ビ
て
生
産
と
泊
費
の
調
節
者
と
し
て
最
も
重
要
な
岡
氏
粧
柄
上
の
機
能
を

皆
む
事
と
友
る
。
即
ち
慣
格
の
低
下
は
需
嬰
の
増
大
と
供
給
の
縮
少
を
趨
ビ
て
、
消
費
の
増
進
と
生
産
の
減
退
を
鷲
ら
し
、
そ
の
上

昇
は
、
と
れ
と
逝
の
効
果
を
有
し
、
川
同
格
に
支
配
せ
ら
れ
、
債
格
の
白
倒
調
節
に
よ
っ
て
閤
民
経
怖
の
調
和
が
維
持
せ
ら
れ
て
行
く

経
済
新
秩
序
の
展
開

八、
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の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
債
格
に
よ
っ
て
支
配
調
節
せ
ら
れ
て
行
く
粧
掛
組
織
ゑ
る
が
散
に
債
格
粧
梢
と
も
栴
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

弐
に
と
れ
と
闘
連
せ
る
著
し
い
特
徴
は
一
般
交
換
手
段
た
る
貨
幣
が
、
商
品
一
般
に
劃
し
て
有
す
る
経
済
的
支
配
闘
係
の
殻
建
で
あ

っ
て
、
貨
幣
寓
能
、
拝
金
の
弊
風
を
生
ぜ
し
む
る
と
共
に
、
令
A

拙
、
即
ち
金
融
資
本
の
支
配
、
金
融
資
本
と
産
業
資
本
の
的
立
が
醸

成
さ
れ
る
傾
向
を
否
み
得
友
い
。
更
に
債
格
が
商
品
の
側
の
需
給
闘
係
の
み
で
な
く
、
賞
に
貨
幣
側
の
需
給
関
係
の
費
化
に
よ
っ
て
、

費
動
す
る
事
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
題
貿
信
用
の
増
械
に
よ
る
所
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
及
び
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
が
生
じ

て
来
る
の
で
あ
る
。
又
市
場
の
地
域
的
叉
時
間
的
損
大
と
複
雑
化
に
伴
ひ
、
中
間
配
給
業
者
と
し
て
、
商
業
・
輪
港
・
貯
蹴
を
匂
括
す

る
蹟
汎
な
る
経
情
活
動
の
分
野
が
殻
建
し
来
り
、
と
れ
に
金
融
及
び
本
来
の
狭
義
の
生
産
に
従
事
す
る
者
を
加
え
た
蹟
義
の
生
宮
山
者

の
全
般
を
通
じ
、
生
産
部
門
は
企
業
と
し
て
生
活
経
桝
よ
り
分
化
し
、
叫
営
利
粧
怖
と
一
五
ふ
猫
立
の
部
門
が
護
建
す
る
に
至
っ
た
の
で

あ
っ
て
、
そ
の
典
型
的
危
組
織
型
態
と
し
て
は
株
式
合
枇
の
如
き
も
の
そ
事
げ
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
私
経
済
的
な

皆
利
を
追
及
す
る
事
に
よ
り
、
閥
民
経
摘
的
公
径
が
有
効
に
賓
現
せ
ら
れ
る
と
一
五
ふ
限
り
に
於
て
枇
合
的
意
義
を
有
し
、
一
世
合
制
度

と
し
て
の
安
営
性
が
容
認
せ
ら
れ
来
っ
た
の
で
あ
る
。
最
後
に
と
の
粧
消
組
織
の
最
も
重
要
た
特
徴
た
る
も
の
と
し
て
皐
ぐ
可
き
も

の
は
、
皆
利
を
目
的
と
せ
る
企
業
瞳
の
、
粧
替
の
合
理
化
過
程
を
題
じ
て
殻
民
し
来
れ
る
大
規
模
経
替
の
増
大
と
、
大
資
本
の
支
配

で
あ
る
。
即
ち
替
利
財
産
た
る
資
本
が
、
生
産
様
式
の
支
配
的
決
定
要
素
と
し
て
の
重
要
性
を
持
つ
や
う
に
な
り
、
所
謂
資
本
主
義

生
康
方
法
が
支
配
す
る
資
本
主
義
経
済
が
展
開
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

斯
く
て
我
閣
は
明
治
維
新
に
よ
り
、
昔
時
代
の
封
鎖
的
経
憐
制
度
は
新
時
代
の
同
放
的
経
摘
制
度
に
よ
っ
て
置
き
換
へ
ら
れ
、
縁
結

奉
還
に
よ
っ
て
多
数
の
士
族
、
士
分
の
者
は
家
絡
を
離
れ
て
、
自
ら
の
粧
術
活
動
に
よ
っ
て
一
家
の
生
活
の
詮
を
聞
か
・
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
っ
て
、
優
秀
な
且
つ
知
能
帥
労
働
力
が
多
数
間
労
働
市
場
に
現
は
れ
も
ん
事
、
商
工
の
組
合
に
よ
る
、
叉
職
業
上
の
特
植
は
消
滅

し
職
業
自
由
の
制
と
な
っ
た
一
帯
、
農
民
の
耕
地
へ
の
束
純
が
解
か
れ
、
居
住
移
輔
の
白
山
制
が
布
か
れ
、
多
数
の
農
村
附
労
働
力
が
解

放
せ
ら
れ
て
、
下
級
労
働
力
が
多
量
に
労
働
市
場
に
現
は
れ
た
事
、
之
等
は
我
岡
資
本
主
義
張
反
の
枇
合
的
前
提
保
件
と
・
な
れ
る
も



の
で
あ
る
。

次
に
我
園
資
本
主
義
躍
進
の
技
術
的
前
提
保
件
は
、
既
に
先
挫
の
諸
岡
が
産
業
革
命
を
経
過
し
て
、
蒸
汽
機
関
の
殻
建
に
よ
り
工

業
生
産
は
技
術
的
に
一
大
飛
躍
を
た
し
、
小
規
模
の
手
工
業
は
後
退
し
て
、
大
規
模
の
工
場
生
産
が
支
配
的
勢
力
を
占
む
る
に
至
っ

て
ゐ
た
誌
で
あ
る
。
後
進
の
我
囲
は
底
く
知
識
宏
一
世
界
に
求
め
、
官
民
事
っ
て
閲
蹴
の
技
術
佐
取
り
入
れ
、
組
め
て
短
少
の
期
聞
に
、

幾
多
の
方
面
に
於
い
て
技
術
的
に
遁
ひ
抜
く
迄
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
年
代
及
大
正
の
初
期
に
及
ぶ
時
代
は
正
に
我
闘
資
本
主

義
の
勃
興
別
で
あ
っ
た
が
、
大
正
の
初
期
に
勃
護
せ
る
世
界
大
戦
を
期
と
し
て
、
我
閥
資
本
主
義
は
そ
の
長
高
度
の
殻
展
を
た
し
、

共
後
昭
和
年
代
に
入
る
や
既
に
後
期
資
本
主
義
の
様
相
を
示
す
に
五
り
、
満
洲
事
務
を
一
期
と
し
て
、
統
制
経
済
の
段
階
に
進
み
つ

L
あ
っ
た
の
で
る
る
。
市
ら
ば
何
故
に
自
由
主
義
を
秩
序
原
理
と
し
、
そ
の
上
に
構
成
せ
ら
れ
殻
展
し
来
っ
た
資
本
主
義
開
制
が
、

期
か
る
粧
一
過
を
辿
っ
て
統
制
と
一
五
ふ
新
ら
し
い
秩
序
原
理
の
展
開
を
一
不
す
に
至
っ
た
か
、
と
言
ふ
問
題
が
弐
に
五
口
人
の
考
察
の
中
心

に
置
か
れ
・
な
く
て
は
-
な
ら
な
い
。

三
、
自
由
主
義
よ
り
統
制
主
義
へ
の
移
行

封
建
の
奮
鵠
制
の
崩
壊
の
裡
よ
り
、
躍
進
新
日
本
の
閥
民
経
済
の
秩
序
原
理
と
し
て
、
新
ら
し
く
確
立
さ
れ
た
白
山
主
義
を
基
盤

と
し
、
明
治
よ
り
大
正
の
初
期
に
か
け
て
我
悶
悶
民
絞
桝
は
輝
か
し
い
殻
展
過
程
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
が
、
世
界
大
戦
を
期
と
し

て
段
高
度
の
護
展
段
階
に
到
達
し
、
昭
和
の
初
期
に
於
け
る
世
界
大
恐
慌
以
来
停
滞
衰
微
の
傾
向
を
辿
り
、
最
平
や
自
由
主
義
の
秩

序
原
理
を
以
っ
て
し
て
は
、
園
民
粧
掛
の
殻
肢
は
困
難
と
な
り
、
命
日
っ
て
同
氏
粧
消

ω
殻
民
生
基
礎
づ
け
た
設
も
有
用
ゑ
る
要
件
た

り
し
も
の
が
、
今
や
閣
民
経
惜
の
殻
展
を
阻
碍
し
、
却
っ
て
と
れ
を
崩
壊
せ
し
め
る
最
も
有
害
な
る
保
件
と
化
す
る
に
至
り
、
と
の

嘗
秩
序
を
除
去
克
服
し
て
新
ら
し
い
秩
序
原
理
と
し
て
、
統
制
乃
一
余
計
霊
粧
摘
が
要
望
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
と

の
排
誰
法
的
護
展
過
程
は
果
し
て
如
何
に
し
て
成
立
し
た
で
あ
ら
う
か
。

経
済
新
秩
序
の
展
開

一八一一一
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既
に
前
節
に
於
て
白
山
主
義
経
済
が
如
何
に
し
て
成
立
し
、
日
本
資
本
主
義
稜
建
の
基
礎
と
な
り
、
我
岡
民
経
済
が
如
何
た
る
特

質
の
下
に
如
何
に
護
展
し
来
り
、
そ
の
間
如
何
な
る
問
題
が
，
雌
成
せ
ら
れ
つ
』
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
概
観
し
た
。

そ
の
護
展
の
初
期

に
於
て
、
比
較
的
同
様
の
粧
梢
カ
を
備
へ
た
多
数
の
同
臆
の
中
小
企
業
が
ブ
互
ひ
に
自
由
な
る
競
争
の
下
に
活
動
す
る
事
に
よ
り
、

閣
民
経
済
の
生
産
は
著
し
い
護
展
を
持
ち
来
し
た
の
で
あ
る
。
特
に
側
々
の
生
席
者
が
私
的
利
経
の
迫
求
陀
刺
戟
せ
ら
れ
て
、
最
大

の
生
産
力
を
鷲
揮
す
る
に
至
っ
た
事
も
疑
ひ
符
ざ
る
所
で
あ
る
。
一
方
債
絡
に
よ
る
生
産
の
白
働
的
調
節
作
用
も
闘
滑
に
行
は
れ
、

生
康
過
剰
と
友
れ
ば
償
絡
の
低
落
早
よ
り
、
生
原
は
抑
制
せ
ら
れ
、
過
少
と
・
な
れ
ば
慣
格
を
通
し
て
、
利
市
街
の
増
大
す
る
事
に
よ
り

生
産
を
刺
戟
し
た
の
で
あ
る
σ

岡
氏
経
済
に
於
い
て
よ
り
以
前
急
に
需
要
せ
ら
れ
る
も
の
は
、
債
格
を
題
し
て
そ
の
生
産
が
確
保
せ
ら

れ
、
私
益
を
迫
及
ず
る
事
に
よ
っ
て
、
最
も
よ
く
公
径
が
桂
成
せ
ら
れ
得
た
の
で
あ
る
。
園
民
経
怖
は
斯
く
し
て
「
見
え
ざ
る
手
」

に
よ
っ
て
導
か
れ
、

い
み
ビ
き
「
調
和
」
が
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
而
も
そ
の
前
提
と
し
て
、
多
数
の
調
立
せ
る
中
小
企
業
者
が
存

し
、
資
本
の
移
動
、
職
業
白
移
輔
が
容
易
闘
滑
に
行
は
れ
得
る
事
情
が
興
へ
ら
れ
て
ゐ
友
げ
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
明

治
よ
り
大
庄
の
初
期
に
か
け
て
の
、
我
闘
資
本
主
義
の
護
展
期
に
於
て
は
大
館
に
於
て
、
期
か
る
僚
件
が
存
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

然
る
に
世
界
大
戦
時
に
於
い
て
我
岡
氏
粧
怖
が
最
高
度
わ
殻
民
を
一
不
す
や
、
戦
後
の
大
恐
慌
を
蒙
っ
て
犬
、
な
る
混
胤
に
陥
入
り
、

時
回
復
に
向
っ
た
か
に
見
え
た
が
昭
和
の
初
期
よ
り
表
翻
の
趨
勢
を
辿
り
、
市
場
の
自
働
調
節
作
用
は
行
は
れ
得
・
な
く
な
り
、
白
山

主
義
は
秩
序
原
理
と
し
て
の
機
能
を
皆
み
得
な
く
な
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。

一
方
に
於
て
個
々
の
夫
々
猟
立
せ
る
生
侍
者
が
、
各
々
白
山
な

る
自
己
の
判
断
に
恭
い
て
生
産
を
行
ひ
、
他
方
に
於
て
側
々
の
夫
々
澗
衣
せ
る
消
費
者
が
、
各
々
自
由
な
る
白
己
の
判
断
に
蒸
い
て

消
費
を
行
ふ
の
ぜ
あ
っ
て
、
と
の
生
産
と
消
費
が
市
場
に
於
い
て
偶
然
に
結
び
付
く
事
を
以
っ
て
原
則
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
本

本
来
自
由
競
争
を
恭
盤
と
す
る
資
本
主
義
経
消
艦
制
の
特
質
は
、

来
未
知
不
定
の
橡
測
し
得
ざ
る
需
要
に
向
っ
て
生
産
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
生
産
と
消
費
、
需
要
と
供
給
が
合
致
し
、
調
和
す
る

と
云
ふ
必
然
的
友
附
係
は
仔
庄
し
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
'
円
山
、
主
廷
に
立
て
る
資
本
家
制
経
隣
組
織
が
ア
ナ
キ
ー
だ
と
言
け
れ
る
の



は
新
か
る
性
格
を
有
す
る
が
故
で
あ
る
。
期
く
し
て
生
産
は
不
確
賢
友
る
需
要
に
向
っ
て
行
は
る
L
も
の
で
あ
る
か
ら
、
必
然
的
に

危
険
を
伴
弘
、
危
険
負
婚
と
云
ふ
機
能
を
生
産
者
は
替
ま
ざ
る
を
持
泣
い
事
と
な
り
、
そ
れ
が
故
に
危
険
の
負
捨
は
企
業
の
本
質
で

あ
り
、
生
産
活
動
は
必
至
的
に
投
機
的
性
格
を
と
る
。
斯
く
℃
企
業
利
潤
は
危
険
負
携
に
謝
す
る
報
酬
と
た
り
、
危
険
の
多
少
が
利

潤
を
決
定
す
る
事
虻
な
る
の
で
る
る
。
斯
か
る
粧
消
機
構
に
あ
っ
て
は
生
産
と
消
費
、
需
要
と
供
給
の
不
調
和
に
基
く
所
の
、
経
掛

的
混
胤
は
‘
大
小
の
差
と
そ
あ
れ
恒
存
的
の
宿
命
と
言
は
怠
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
ピ
と
れ
が
比
較
的
小
な
る
場
合
に
は
表
面
に
現

出
せ
や
し
て
、
帯
伏
の
病
献
を
呈
す
る
に
止
ま
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
斯
か
る
事
情
が
呆
積
し
、
そ
と
に
特
定
の
衝
撃
が
興
へ
ら
れ
る
時
に
は
、
闘
民
粧
簡
は
恐
慌
の
欣
態
を
現
出
す
る
に
至
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
斯
か
る
危
険
は
好
景
気
に
基
く
所
の
粧
捕
の
膨
脹
期
の
後
に
於
い
て
特
に
茜
し
い
事
と
友
る
わ
け
で
、
世
界

大
戦
時
の
好
景
気
心
後
に
、
深
刻
、
な
る
恐
慌
が
襲
来
し
た
の
も
、
此
の
現
に
外
な
ら
な
い
。
恐
慌
と
も
‘
な
れ
ば
商
品
は
大
部
分
販
路

左
失
ひ
、
老
大
怒
る
ス
ト
ッ
ク
と
な
り
、
生
産
は
崖
迫
せ
ら
れ
、
市
場
取
引
は
一
般
に
停
頓
閉
塞
し
、
信
用
は
凍
結
梗
塞
し
、
産
業

活
動
は
停
止
し
、
銀
行
合
枇
商
白
等
の
破
産
休
業
が
接
出
し
、
院
汎
に
一
旦
る
失
業
友
生
じ
、
多
数
消
費
者
は
生
活
の
不
安
に
陥
入
り
、

共
後
に
来
る
不
景
気
が
長
期
に
百
一
る
時
は
、
粧
摘
の
問
題
と
し
て
許
り
で
な
く
、
枇
命
目
・
政
治
の
問
題
に
棋
大
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
そ
の
員
の
原
因
は
置
に
、
自
由
主
義
の
粧
楠
秩
序
そ
の
も
の
に
内
在
す
る
も
の
と
一
言
は
な
く
て
は
友
ら
友
い
の
ぜ
あ
る
。
而

も
掛
か
る
危
険
性
は
経
掛
の
自
律
作
用
の
行
は
れ
る
時
代
、
即
ち
初
期
の
資
本
主
義
盛
展
の
時
代
に
は
盟
、
く
現
は
れ
な
か
っ
た
の
で

る
る
。
然
ら
ぱ
決
に
何
故
に
資
本
主
義
が
高
度
に
護
建
し
来
ハ
J

て
か
ら
、
斯
か
る
経
済
の
致
命
的
な
混
範
が
導
か
れ
る
や
う
に
た
っ

た
か
を
考
察
し
・
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
資
本
主
義
の
殻
建
は
生
産
費
と
し
て
、
附
労
働
賃
銀
や
原
料
に
劃
し
て
支
抑
は
れ
る
部
分
、
即

ち
可
援
費
用
に
封
し
て
、
機
械
・
設
備
の
如
き
間
定
費
用
の
部
分
の
割
合
を
盆
々
大
友
ら
し
め
る
c

即
ち
資
本
の
占
む
る
生
産
的
役

割
が
益
々
重
要
と
な
る
の
で
あ
る
。
斯
の
や
う
な
産
業
形
態
が
護
展
し
来
る
・
な
ら
ば
、
生
産
を
縮
少
し

E
大
友
回
定
資
本
を
遊
休
せ

し
む
る
事
に
よ
り
莫
大
な
損
失
を
蒙
る
が
故
に
、
長
期
に
亘
っ
て
、
生
産
物
の
債
格
が
原
慣
を
割
っ
て
赤
字
を
生
ぜ
し
め
て
も
、
岡

経
済
新
秩
序
の
展
開

一
八
五
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定
資
本
に
劃
す
る
損
失
な
よ
り
少
な
か
ら
し
め
ん
が
矯
め
に
、
生
俸
が
機
結
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
債
格
と
生
産
費
の
白
働
調
節

作
用
は
最
平
や
行
は
れ
・
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
慢
性
的
友
過
剰
生
産
が
行
は
れ
経
済
の
混
飽
及
び
不
景
気
の
凹
快
を
自
働
的

に
は
持
ち
来
さ
し
め
た
い
の
で
あ
る
。
斯
か
る
産
業
形
態
は
大
規
模
に
大
量
の
生
産
を
行
ふ
所
の
、
生
産
財
や
中
間
財
を
生
産
す
る

産
業
部
門
に
多
く

k
F
2乙
臼
注
目
。
ロ
の
原
則
と
か
肖
己
江
]
)
ロ
ミ
の
法
則
と
稿
せ
ら
れ
、
債
格
費
動
の
振
幅
や
影
部
が
、
特
に
著
る
し

く
之
等
の
産
業
部
門
に
及
ぶ
の
は
、
固
定
資
本
の
巨
大
た
る
到
山
か
ら
生
産
に
抑
力
性
を
欠
く
民
主
る
か
ら
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く

市
場
の
需
要
に
封
し
て
の
趨
臆
性
が
益
々
欠
除
す
る
結
果
、
究
極
に
於
い
て
救
ふ
可
か
ら
ざ
る
大
混
鼠
に
陥
入
り
、
雇
傭
し
来
。
た

間
労
働
の
数
も
資
本
に
相
劉
的
に
は
少
で

b
る
が
絶
封
的
に
は
極
め
て
多
数
で
る
る
の
が
一
般
友
る
が
故
に
、
莫
大
な
る
敷
の
失
業
者

を
生
や
る
結
果
と
左
り
、
そ
の
影
響
す
る
所
は
極
め
て
重
大
と
な
る
の
で
あ
る
。

次
に
斯
か
る
資
本
主
義
惜
制
の
下
に
於
て
は
、
労
働
給
付
は
、
市
場
の
要
求
に
割
し
て
白
働
的
調
節
作
用
を
替
ま
令
し
て
、
却
っ

て
不
調
和
の
反
躍
を
一
却
す
の
で
る
る
J

即
ち
附
労
働
給
付
に
針
す
る
社
合
的
需
要
が
増
大
す
る
時
に
は
、
持
働
者
は
失
業
の
院
れ
少
、
な

く
な
る
が
故
に
、
比
較
的
多
く
の
報
酬
を
獲
得
し
て
も
、
比
較
的
野
務
に
精
糊
す
る
刺
戟
が
泊
失
し
、
無
意
識
的
の
怠
業
に
陥
入
る

傾
向
が
あ
り
二
庶
州
労
働
給
付
に
到
す
る
枇
合
的
需
要
左
激
増
せ
し
め
、
と
L

に
も
ア
ク
セ
レ
レ

1
シ
ヨ
ン
の
法
則
が
作
用
す
る
の
で

あ
る
。
と
の
問
題
は
現
時
の
我
閣
の
質
的
に
於
て
特
に
重
税
す
可
き
賄
で
あ
っ
て
、
従
来
の
産
業
報
闘
運
動
や
精
勤
の
程
度
で
は
不

十
分
で
あ
り
、
標
準
業
蹟
の
割
官
制
等
の
、
H

品
(
髄
的
な
施
設
を
必
要
と
す
る
情
勢
に
る
る
や
う
に
忠
は
れ
る
。
叉
と
れ
と
逆
に
、
持

働
給
付
に
劃
す
る
需
要
が
枇
合
的
に
縮
少
せ
る
場
合
に
は
、
失
業
を
恐
れ
て
極
度
に
労
働
能
率
を
護
揮
壮
一
し
め
、
逆
効
果
を
も
た
ら

す
傾
向
を
菟
れ
難
い
の
で
あ
る
。
又
持
働
賃
銀
も
持
働
圏
慌
に
よ
る
協
定
賃
銀
制
と
な
る
場
合
に
は
、
自
由
競
争
に
よ
る
賃
銀
の
勤

と
れ
は
閤
聞
の
組
織
力
に
よ
っ
て
弊
倒
の
供
給
量
を
制
限
す
る
引
に
よ
り
持
働
の
債
格
を
操
作
す

き
と
一
五
ふ
も
の
は
成
立
し
な
い
。

る
の
?
あ
る
か
ら
、
猫
占
の
原
迎
に
従
ふ
も
の
で
あ
る
。
資
本
主
義
心
初
期
に
於
け
る
殻
民
期
に
あ
っ
て
は
、
競
争
の
原
理
に
立
っ

て
ゐ
た
り
で
あ
る
が
、
高
度
資
本
主
義
の
時
代
に
入
る
と
、
故
平
や
自
由
競
争
は
凶
民
経
消
の
支
配
的
秩
序
阪
却
で
は
な
く
、
と
れ



に
代
っ
て
摘
出
が
秩
序
原
理
と
し
て
支
配
し
来
り
、
と
れ
に
件
っ
て
、
競
争
慣
絡
に
代
っ
て
溺
占
憤
格
が
前
面
に
現
は
れ
て
来
る
の

ぜ
あ
る
。

自
由
競
争
と
言
つ
で
も
、
そ
れ
が
具
、
間
的
な
競
争
の
形
態
を
と
る
場
合
は
、
競
争
相
手
を
封
象
と
し
た
、
喰
ふ
か
喰
は
れ
る
か
の

争
ひ
と
反
る
の
で
る
る
か
ら
、
屡
々
所
前

C
H
Z
r
g
p悼
の
。
百
句
作
片
山
氏
。
ロ
佐
導
き
、
利
径
ゑ
き
生
産
が
競
争
の
期
聞
に
於
て
現
出
す

る
。
大
経
営
は
中
小
粧
皆
に
封
し
、
新
し
い
生
産
技
術
は
醤
い
技
術
に
到
し
、
相
割
的
に
有
利
な
る
立
場
に
立
っ
て
後
者
を
駆
逐
・

併
呑
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
が
、
大
規
模
の
企
業
と
な
っ
て
聞
定
資
本
が

E
大
に
上
る
と
、
長
期
に
亘
る
所
の
閤
民
経
済
企
惜
の
立

場
か
ら
見
て
一
府
有
利
な
る
新
式
の
合
理
的
な
る
技
術
や
方
法
が
鷲
見
さ
れ
た
と
し
て
も
、
従
来
の
聞
定
設
備
を
放
棄
し
、
と
れ
を

m
g
w
g白
け
た
ら
し
め
る
犠
牲
が
渇
大
に
上
る
た
め
に
、
そ
の
貫
現
が
私
的
企
業
の
立
場
か
ら
抑
制
せ
ら
れ
る
場
合
が
少
く
た
い
の

で
る
る
。
叉
斯
か
る
拶
行
が
、
同
民
経
済
に
も
た
ら
す
浪
費
を
計
量
す
る
時
に
は
、
閥
民
経
済
企
聞
と
し
て
も
、
来
し
て
有
利
な
る

や
否
や
の
疑
義
の
存
す
る
場
合
が
屡
々
生
じ
来
る
の
で
あ
る
。
斯
か
る
事
情
の
下
に
於
て
自
由
主
義
の
制
度
は
各
企
業
聞
に
、
競
争

に
非
令
し
て
結
合
を
護
連
せ
し
め
、
自
由
競
争
左
制
限
し
、
不
完
全
競
争
又
は
猫
占
の
導
λ
に
よ
っ
て
自
治
的
に
経
済
活
動
を
統
制

す
る
と
一
五
ふ
、
新
ら
し
い
秩
序
原
理
の
費
生
を
見
る
に
五
る
の
で
あ
る
。
各
企
業
が
各
々
澗
立
性
を
保
有
し
つ
L
結
合
し
、
協
定
せ

る
僚
項
に
つ
い
て
、
自
由
な
競
争
的
活
動
を
制
限
す
る
カ
ル
テ
ル
、
各
企
業
が
そ
の
滴
立
性
を
放
棄
し
て
合
同
し
、
合
同
せ
る
企
業

躍
に
封
し
て
財
政
的
に
品
今
一
興
す
る
に
過
ぎ
な
い
ト
ラ
ス
ト
と
一
五
ふ
や
う
に
、
種
々
の
形
態
白
も
の
が
殻
建
し
来
り
、
カ
ル
テ
ル
の
中

に
も
、
服
責
保
件
を
協
定
せ
る
も
の
、
債
格
を
協
定
せ
る
も
の
、
生
産
制
限
を
協
定
せ
る
も
り
、
販
賀
直
域
を
協
定
せ
る
も
の
、
共

同
断
刷
費
所
の
利
用
を
協
定
せ
る
も
の
等
、
数
多
の
種
類
あ
り
、
ト
ラ
ス
ト
に
も
同
種
の
企
業
に
よ
る
水
平
的
合
同
と
、
五
ひ
に
閥
聯

せ
Z
具
種
の
企
業
を
包
括
し
て
垂
直
的
合
同
に
向
ふ
場
合
等
そ
の
殻
民
の
方
向
と
そ
異
な
る
が
、
護
民
期
の
や
う
な
開
放
的
特
性
や

動
態
的
性
格
を
止
揚
し
て
、
支
配
的
大
企
業
や
大
資
本
の
現
欣
維
持
と
一
五
ふ
静
態
的
た
封
鎖
的
友
性
格
へ
と
の
費
性
が
生
成
し
来
る

の
で
あ
る
。
我
園
の
場
合
は
此
の
護
民
段
階
に
到
謹
す
る
や
、
岡
氏
粧
捕
の
工
業
化
が
大
い
に
進
展
し
、
粧
工
業
に
於
い
て
最
も
抑
制

経
済
新
秩
序
の
展
開

一
八
七
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叩
者
・
な
る
躍
進
を
な
し
、
そ
の
原
料
の
購
入
及
そ
の
製
品
の
版
貨
に
於
い
て
、
閣
外
市
場
と
の
密
接
な
る
依
存
闘
係
を
有
す
る
に
至
り
、

世
界
経
梢
の
影
舗
を
敏
感
に
反
映
せ
ざ
る
を
得
な
い
や
う
に
友
り
、
閣
外
市
場
に
闘
す
る
外
悶
の
経
怖
政
策
及
ぴ
外
閣
の
政
治
的
動

向
に
よ
っ
て
重
大
友
る
影
織
を
蒙
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
別
し
て
世
界
市
場
の
大
部
分
は
、
先
進
工
業
闘
の
満
点
的
支
配
下

に
置
か
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
世
界
大
戦
を
契
機
と
し
て
我
闘
産
業
の
進
出
が
刊
能
と
な
り
、
東
洋
は
地
調
的
有
利
性
も
あ
っ
て

特
に
重
要
注
闘
係
を
有
す
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

我
園
高
度
資
本
主
義
は
、
閣
内
産
業
の
大
規
模
生
俸
の
成
立
、
そ
れ
と
相
閥
々
係
を
有
す
る
企
業
の
集
中
化
の
進
行
す
る
段
階
に

於
い
て
、
後
進
閣
と
し
て
先
進
図
。
既
成
企
業
と
競
争
し
、
そ
の
在
来
の
猫
占
市
場
に
喰
ひ
入
り
つ
L
あ
っ
た
時
代
に
於
い
て
到
建

せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
岡
内
に
於
け
る
企
業
の
集
中
に
よ
る
潤
市
閥
係
の
護
展
は
、
そ
れ
自
鵠
の
中
に
生
産
闘
係
の
封
鎖
性
や

静
態
化
を
醸
成
し
乍
ら
も
、
外
岡
企
業
の
既
成
勢
力
と
間
際
市
場
に
於
い
て
激
し
い
競
争
闘
係
を
渡
民
し
来
り
た
る
た
め
、
生
産
関

係
の
開
放
性
や
動
態
化
が
維
持
せ
ら
れ
た
の
で
る
る
。
而
し
て
と
の
高
度
資
本
主
義
の
段
階
に
於
い
て
は
、
特
に
生
療
の
合
理
化
が

重
要
な
る
特
徴
と
し
て
現
は
れ
て
来
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
資
本
主
義
護
展
期
に
於
け
る
特
級
の
や
う
友
、
商
品
の
多
種
多
様
化

及
び
、
そ
の
帥
慨
に
温
ふ
た
分
業
の
護
法
で
は
な
く
し
て
、
生
産
物
の
種
類
を
一
定
の
規
格
に
よ
る
小
数
の
標
準
品
に
制
限
し
、
各
企

業
に
制
し
て
は
夫
々
標
準
化
さ
れ
た
一
定
の
形
態
の
生
産
白
み
に
従
事
す
る
や
う
な
、
生
産
の
分
化
が
行
は
れ
る
事
に
よ
り
、
資
本

努
力
を
節
約
す
る
趨
勢
が
護
達
し
来
っ
た
の
で
あ
る
。
と
れ
も
亦
一
種
の
統
制
的
秩
序
の
殻
民
を
物
語
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

さ
て
斯
く
て
我
困
岡
氏
経
済
も
-
資
本
主
義
の
最
高
鷲
展
段
階
に
到
建
し
た
の
で
あ
る
が
、
既
に
拳
げ
た
理
由
に
よ
っ
て
、
自
ら
を

護
展
せ
し
め
来
っ
た
自
由
主
義
の
秩
序
に
よ
っ
て
自
ら
佐
崩
壊
せ
し
め
る
危
機
に
臨
む
に
歪
り
、
と
れ
を
克
服
し
て
新
ら
し
い
秩
序

原
理
に
立
つ
閣
民
経
済
の
新
ら
し
い
組
織
を
求
め
ざ
る
を
符
な
い
や
う
に
な
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
そ
の
方
向
と
し
て
は
企
業
集
中

の
傾
向
の
中
に
見
ら
れ
る
や
う
に
統
制
秩
序
が
示
唆
せ
ら
れ
来
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
と
の
統
制
秩
序
は
大
企
業
の
制
域
に
於
て
の
み

な
ら
す
、
中
小
企
業

ρ飢
域
に
於
い
て
も
、
而
し
て
工
業
の
み
汝
ら
や
、
向
業
・
農
業
に
於
い
て
も
、
而
し
て
更
に
泊
費
部
面
に
於



い
て
も
然
り
で
あ
る
が
、
組
合
組
織
の
護
速
を
一
泊
し
て
、
閤
民
経
摘
の
会
領
域
を
包
含
し
た
一
般
的
秩
序
原
理
と
し
て
展
開
せ
ら
れ

来
っ
た
の
で
あ
る
。
斯
く
観
じ
来
る
時
に
は
曾
つ
て
は
新
秩
序
の
原
理
た
り
し
自
由
主
義
も
、
間
民
経
済
の
現
護
展
段
階
に
於
い
て

は
奮
秩
序
と
化
し
去
り
、
新
秩
序
と
し
て
統
制
主
義
が
、
関
民
経
済
の
中
よ
り
内
因
的
に
殻
民
し
来
っ
た
事
を
知
る
の
で
あ
る
。
然

ら
ば
我
閤
統
制
経
済
の
民
聞
も
、
必
然
的
な
過
程
に
外
友
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
事
費
と
一
五
ふ
経
済
外
の
原
因
が
生
じ
・
な
か
っ
た
と

し
て
も
亦
営
然
進
行
し
た
で
あ
ら
う
し
、
事
建
物
昨
了
後
と
雄
も
陵
棄
せ
ら
れ
得
る
や
う
な
、
暫
定
的
叉
は
偶
殻
的
の
事
象
と
は
考
へ

ら
れ
な
い
。
た
ピ
就
に
述
べ
た
や
う
に
現
に
五
ロ
人
の
前
に
凡
百
の
統
制
令
と
な
っ
て
提
出
せ
ら
れ
て
ゐ
る
所
の
も
の
は
、
直
接
戦
時

経
摘
遂
行
の
目
前
の
必
要
に
逼
ら
れ
て
制
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
友
る
が
故
に
、
そ
の
限
り
に
於
い
て
戦
時
統
制
た
る
暫
定
的
性
格

を
備
へ
て
ゐ
る
も
む
た
る
事
は
否
定
じ
得
な
い
け
れ
共
、
更
に
そ
の
表
面
的
な
る
現
象
形
態
の
根
底
に
横
は
る
本
質
的
友
る
原
理
と

し
て
は
上
述
せ
る
如
き
認
識
に
到
達
せ
ざ
る
を
得
友
い
で
あ
ら
う
。

問
、
経
済
新
秩
序
の
展
開

我
閤
資
本
主
義
が
高
度
に
護
法
し
来
り
、
調
占
的
傾
向
が
蹟
大
せ
ら
る
L

に
連
て
、
所
謂
自
治
統
制
の
機
構
が
後
民
し
て
来
た
の

で
る
る
が
、
最
早
や
と
れ
に
よ
っ
て
岡
氏
経
簡
の
技
大
脅
威
た
る
恐
慌
や
不
況
に
封
廃
す
る
事
は
不
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
け

だ
し
我
闘
闘
民
経
済
は
そ
の
京
要
な
る
部
門
に
於
い
て
、
間
際
経
済
関
係
に
入
り
込
み
、
世
界
市
場
と
云
ふ
一
居
康
汎
に
し
て
且
つ

不
可
知
な
封
手
に
向
つ
て
の
、
大
規
模
生
産
が
行
は
れ
、
生
産
口
聞
の
版
賓
の
み
な
ら
や
、
原
料
資
材
の
獲
得
に
於
い
て
、
二
重
に
世

界
市
場
へ
の
依
存
閥
係
を
護
連
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
斯
か
る
老
大
友
閤
際
経
桝
に
於
け
る
資
本
主
義
生
産
の

krロミロげ
U
1

が
世
界

市
場
の
混
乱
を
過
し
て
我
関
岡
氏
経
怖
に
於
け
る
園
際
産
業
部
門
を
先
づ
混
飢
せ
し
め
、
引
い
て
園
内
廃
業
部
門
に
更
に
園
民
経
情

全
般
に
混
蹴
を
波
及
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
猫
伸
英
米
等
が
世
界
大
恐
慌
の
下
に
於
い
て
各
々
三
百
高
よ
り
千
高
と
概
算
せ
ら

れ
る
程
の
失
業
者
を
生
ぜ
し
め
、
我
閣
も
亦
高
等
の
皐
業
を
修
め
専
門
の
技
術
を
修
得
せ
る
有
震
の
青
年
を
し
て
、
徒
ら
に
強
制
怠

経
済
新
秩
序
の
展
開

一
八
九



経
済
新
秩
序
の
展
開

一
九

O

業
の
下
に
閉
ぢ
込
め
ざ
る
を
待
た
い
枇
勢
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
斯
か
る
欣
勢
の
下
に
於
い
て
、
従
来
閣
内
に
於
て
護
建
し
来
っ
た

企
業
集
中
の
趨
勢
を
、
更
に
一
居
護
展
せ
し
め
、
闘
際
産
業
左
闘
際
的
集
中
化
に
進
め
る
事
に
よ
っ
て
、
問
題
を
解
決
す
可
し
と
言

ふ
考
へ
方
も
一
臨
は
成
立
し
得
る
の
で
る
っ
て
、
と
の
方
向
に
関
連
す
る
試
み
と
し
て
岡
際
経
済
合
議
、
闘
際
決
済
銀
行
の
運
動
、

岡
際
附
労
働
合
議
等
を
算
へ
る
事
が
出
来
る
が
、
各
閣
の
目
前
に
差
温
っ
た
政
治
経
済
的
要
求
と
矛
盾
す
る
所
多
く
、
各
闘
士
ハ
に
先
づ

以
て
自
闘
の
立
場
よ
り
白
岡
閤
民
経
済
の
混
凱
に
封
底
せ
ざ
る
を
得
友
い
事
と
た
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
出
来
得
る
限
り
間
際

経
済
の
混
乱
か
ら
離
脆
せ
ん
が
矯
め
に
、
自
閣
闘
民
経
掛
を
防
衛
す
る
立
場
よ
り
す
る
所
の
排
他
的
ブ
ロ
ッ
ク
経
消
化
が
護
法
し
来

っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
、
イ
ギ
リ
ス
は
そ
の
七
つ
の
海
に
ま
た
が
る
植
民
地
を
包
括
せ
る
大
英
帝
闘
を
、
フ
ラ

ン
ス
は
、
断
洲
大
陸
を
、
ロ
シ
ヤ
は
断
露
及
亜
細
亜
の
共
産
地
域
を
夫
々

出

g
g
と
し
て
、
高
き
閥
税
障
壁
を
設
け
、
輸
出
入
の

割
官
制
限
禁
止
を
・
な
す
事
に
よ
り
封
鎖
的
経
済
政
策
が
蹟
域
立
地
を
背
景
と
し
て
新
ら
し
く
出
現
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

此
間
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ー
は
ベ
ル
サ
イ
ユ
髄
制
の
束
縛
の
下
に
持
た
ざ
る
閣
と
し
て
、
狭
血
友
る
生
活
闘
に
閑
ぢ
込
め
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
日
本
は
後
進
園
と
し
て
従
来
の
市
場
及
原
料
闘
係
か
ら
閉
め
出
さ
れ
、
世
界
に
於
て
唯
一
つ
の
残
さ
れ
た

岡
田
口
密
た
る

民
吉
田
と
せ
ざ
る
を
得
た
い
立
場
作
逐
ひ
詰
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
亜
細
亜
大
陸
は
既

に
各
闘
が
接
さ
れ
た
経
済
圏
と
し
て
嘱
望
し
つ
L
あ
っ
た
所
で
る
る
か
ら
、
我
閣
と
の
ブ
ロ
ッ
ク
閥
係
の
成
立
を
喜
ば
十
、
凡
ゆ
る

陰
謀
妨
碍
を
以
て
臨
み
、
張
蒋
の
政
樺
は
と
れ
を
利
用
し
て
日
本
の
経
済
的
進
出
を
阻
止
し
、
自
ら
大
陸
の
経
済
を
摘
占
せ
ん
と
す

亜
細
亜
大
陸
を
、
生
活
と
粧
慣
の

る
に
至
り
、
満
洲
事
饗
・
日
支
事
費
の
勃
穫
は
必
至
の
関
係
に
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
と
れ
と
正
し
く
同
一
の
事
情
の
下
に
於
て
欧

洲
で
は
、
猫
・
伊
雨
閣
は
自
滅
を
欲
せ
ざ
る
限
り
越
に
立
た
ざ
る
を
得
・
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

斯
く
し
て
高
度
資
本
主
義
の
護
展
は
、
そ
れ
白
慌
に
内
在
す
る
矛
盾
の
た
め
に
殻
展
性
が
阻
止
せ
ら
れ
て
、
後
期
資
本
主
義
の
時

代
を
現
出
し
封
鎖
的
プ
ロ
ッ
ク
経
済
化
を
特
徴
と
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
と
の
段
階
に
於
て
は
新
興
産
業
の
費
展
を
抑
制
し
、

生
産
の
制
限
を
行
ふ
事
に
経
済
活
動
の
重
鮪
が
置
か
れ
、
政
治
の
部
両
に
於
て
も
専
ら
奮
勢
力
の
現
収
維
持
の
た
め
に
、
新
興
闘
の



進
出
の
抑
監
が
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
岡
崎
経
怖
の
調
整
の
た
め
に
は
、
政
府
の
積
極
的
な
る
政
策
手
段
が
圏
内
市
場
に
向

っ
て
益
々
蹟
大
せ
ら
れ
、
失
業
救
済
の
た
め
に
多
く
の
公
共
的
土
木
事
業
が
行
は
れ
、
料
金
・
賃
銀
・
慣
格
等
の
分
野
に
於
い
て
政
府

の
調
停
が
益
々
進
め
ら
れ
る
や
う
に
な
り
、
政
府
は
中
央
銀
行
佐
し
て
資
金
の
放
出
を
行
は
し
め
た
り
、
そ
の
金
利
を
操
作
し
た
り
、

公
債
の
費
出
・
同
牧
等
の
手
段
を
用
ふ
る
等
に
よ
っ
て
、
人
震
的
に
庚
汎
な
る
程
度
に
閤
民
経
簡
を
統
制
す
る
や
う
に
友
り
、
経
済

の
統
制
も
と
の
段
階
に
及
ん
で
は
、
園
民
経
桝
の
安
定
、
繁
柴
に
封
す
る
公
共
的
見
地
か
ら
行
は
れ
、
全
般
的
危
統
制
秩
序
の
展
開

を
見
る
に
至
っ
た
の
で
る
る
。
勿
論
従
来
と
雄
も
政
府
は
粧
惜
の
分
野
に
謝
し
て
消
極
的
た
立
場
を
の
み
採
っ
て
ゐ
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
自
由
主
義
の
原
理
に
玄
っ
て
闘
民
経
怖
の
躍
進
の
行
は
れ
て
ゐ
た
我
困
資
本
主
義
護
展
期
に
於
て
す
ら
、
政
府
は
個
人
の

自
由
な
る
経
済
活
動
を
妨
碍
す
る
僚
件
生
除
去
す
る
に
止
ま
る
と
一
五
ふ
ゃ
う
友
消
極
政
策
に
終
始
し
た
の
で
は
な
く
、
後
進
閥
た
る

我
関
産
業
界
の
保
護
奨
働
推
進
の
た
め
に
探
ら
れ
た
政
府
の
経
済
政
策
に
は
積
極
性
が
概
め
て
願
著
に
現
は
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

叉
民
聞
の
私
的
企
業
に
委
せ
て
は
速
か
な
る
護
建
を
期
し
得
な
い
事
業
は
政
府
自
ら
と
れ
を
行
ひ
、
そ
の
事
業
の
分
野
も
時
四
汎
に
及
。

ん
だ
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
私
的
企
業
家
の
自
由
な
る
粧
消
活
動
、
即
ち
粧
情
自
由
主
義
の
基
礎
の
上
に
展
開
さ
れ
た
自
由
競
争

制
や
濁
占
制
の
時
代
に
於
い
て
は
、
政
府
の
政
策
も
亦
自
由
主
義
経
済
政
策
の
原
理
に
立
つ
も
の
な
る
が
故
に
、
私
的
企
業
者
の
骨

利
心
を
過
し
て
、
彼
等
の
経
済
活
動
に
到
す
る
自
山
な
る
判
断
に
遁
合
す
る
僚
件
左
興
ふ
る
事
に
よ
っ
て
間
接
的
に
経
摘
を
動
か
し

て
行
く
と
一
五
ふ
政
策
が
採
ら
れ
た
の
で
る
る
。
結
局
に
於
て
、
此
政
策
原
理
は
岡
家
公
共
の
見
地
よ
り
要
請
せ
ら
れ
る
所
の
粧
掛
的

結
旧
取
を
、
政
府
の
政
策
に
よ
っ
て
人
震
的
に
有
利
な
僚
件
を
興
ふ
る
事
に
よ
り
、
私
的
企
業
家
を
し
て
替
利
の
立
場
よ
り
自
殻
的
に
、

自
由
撰
捧
に
よ
っ
て
貫
現
せ
し
め
ん
と
す
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
本
質
的
に
は
自
由
主
義
の
秩
序
原
理
を
踏
襲
す

る
以
上
に
出
で
な
い
。
有
利
な
る
保
件
が
典
へ
ら
れ
で
も
、
将
来
の
危
険
を
慮
っ
て
私
的
企
業
家
は
そ
の
や
う
な
経
済
的
結
果
の
貫

現
に
向
は
た
い
か
も
知
れ
な
い
。
蓋
し
究
極
的
に
経
済
活
動
は
企
業
家
の
私
的
利
益
に
立
て
る
判
断
に
基
い
て
、
自
由
に
、
.
取
拾
せ

ら
れ
得
一
る
粧
消
機
構
が
支
配
し
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。
我
閥
閤
民
経
消
の
後
期
資
本
主
義
的
護
展
段
階
に
於
い
て
も
、
向
且
っ
か
Lt

経
済
新
秩
序
の
展
開

ブL



経
済
新
秩
序
の
反
問

1u 

る
政
策
原
理
の
支
配
が
櫨
鶴
せ
ら
れ
来
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

然
る
に
満
洲
事
費
よ
り
日
支
事
饗
、
殊
に
日
支
事
費
の
長
期
損
大
化
、
欧
洲
戦
争
の
勃
護
、
我
閣
と
米
英
露
間
の
一
樹
即
殻
的
な
d

緊
迫
せ
る
閲
際
情
勢
の
護
展
は
、
我
閤
園
民
経
済
を
し
て
更
に
、
一
居
高
度
の
統
制
秩
序
と
、
そ
の
一
歩
前
進
せ
る
計
章
秩
序
を
必
至

と
す
る
に
至
り
、
拾
に
我
閥
経
済
新
聞
制
の
念
速
な
る
整
備
が
要
請
せ
ら
る
L
事
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
封
建
の
曹
関
制
を
崩
壊
せ

し
め
た
一
つ
の
重
要
な
る
技
術
的
原
因
が
、
火
砲
の
護
明
に
よ
る
職
争
技
術
の
革
命
に
あ
っ
た
事
は
、
後
世
史
家
の
均
し
く
認
む
る

所
で
あ
る
が
、
私
的
利
錠
を
原
動
力
と
し
て
「
見
え
ざ
る
手
」
に
よ
っ
て
導
か
れ
来
っ
た
資
本
主
義
の
奮
時
制
を
根
底
よ
り
括
り
動

か
し
つ

L
る
る
所
の
最
も
重
要
な
る
直
接
原
因
の
一
つ
も
亦
、
現
代
に
が
、
け
る
戦
争
技
術
の
革
命
的
護
速
に
あ
る
と
一
言
ふ
可
き
で
あ

ら
う
。
科
単
兵
器
の
驚
異
的
進
歩
、
戦
争
規
模
の
極
度
の
摸
大
は
、
今
日
の
戦
争
を
し
て
完
全
な
る
岡
家
組
力
戦
た
ら
し
め
た
の
で

あ
る
。園

民
経
済
力
は
そ
の
最
も
重
要
な
物
的
基
礎
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
組
力
職
遂
行
の
立
場
か
ら
、
生
産
よ
り
消
費
に
至
る
一

凡
て
の
粧
梢
過
棋
に
閲
す
る
直
接
的
な
統
制
が
要
請
せ
ら
る
L

の
で
あ
る
。
殊
に
我
閣
は
閣
防
経
済
の
基
礎
と
な
る
可
き
、
原
料
資

源
に
於
て
自
給
力
乏
し
く
、
重
工
業
・
化
墜
工
業
部
面
に
於
て
立
遅
れ
て
ゐ
た
錆
め
に
、
先
づ
最
初
は
最
も
容
易
な
る
方
法
と
し
て

輸
入
に
努
力
し
来
っ
た
の
で
あ
る
が
、
欧
削
戦
争
の
勃
費
、
米
闘
の
敵
性
護
揮
に
よ
り
、
と
の
方
法
に
よ
る
可
能
性
は
毎
々
縮
少
せ

ら
れ
来
っ
た
。
従
っ
て
東
亜
の
資
源
の
開
裂
と
、
基
礎
産
業
の
確
立
に
遁
進
せ
ね
ば
・
な
ら
ぬ
事
と
な
り
、
岡
氏
の
生
活
上
の
消
費
を

節
約
し
て
、
閲
防
資
材
及
そ
の
生
産
手
段
の
確
保
を
計
ら
-
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
c

生
活
消
費
の
中
、
生
活
必
需
の

限
度
は
之
れ
を
超
ゆ
る
を
得
、
な
い
理
屈
と
な
る
の
で
る
る
が
、
と
れ
も
慣
習
的
な
標
準
に
よ
る
も
の
友
る
が
故
に
、
相
官
の
純
度
に

合
理
化
し
得
る
で
あ
ら
う
。
そ
れ
以
外
の
生
活
消
費
は
極
度
に
切
詰
め
て
よ
い
わ
け
で
あ
る
。

蓄
積
資
材
・
遊
休
設
備
・
遊
休
持
働
力
は
急
激
に
減
少
の
一
途
を
辿
り
、
生
産
手
段
の
生
産
能
力
も
、
一
杯
に
と
れ
を
用
ぴ
、
修

復
手
入
等
乞
行
ふ
飴
裕
が
少
な
い
O
で
減
耗
度
は
高
率
に
上
る
事
と
た
る
で
あ
ら
う
。
金
の
蓄
積
や
間
外
投
資
額
も
念
減
し
、
年
々



の
生
産
力
を
最
も
有
効
適
切
に
、
閤
防
目
的
に
利

mす
る
事
が
岡
防
経
済
の
目
標
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
然
ら
ば
と
の
目
標
を
貰
現

す
る
た
め
の
最
も
合
目
的
的
な
る
鰭
制
を
整
備
す
る
事
が
、
今
日
の
我
閤
岡
氏
粧
怖
に
課
せ
ら
れ
た
最
も
緊
急
の
任
務
と
友
る
の
で

あ
る
。
従
来
の
自
由
主
義
を
基
底
と
せ
る
奮
鰹
消
時
制
に
あ
っ
て
は
、
官
僚
の
統
制
機
構
を
強
化
し
て
も
、
物
動
計
書
や
生
産
力
摘

充
計
査
は
決
し
て
同
滑
に
運
行
し
な
い
し
、
戦
時
議
算
の
膨
脹
は
悪
性
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
危
険
を
増
大
し
、
生
活
必
需
品
の
配

給
不
閲
滑
と
な
り
、
債
格
統
制
も
金
融
統
制
も
、
合
目
的
的
に
運
管
せ
ら
れ
な
い
事
が
賢
詮
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

と
れ
ば
官
僚
の
統
制
技
術
の
欠
陥
ゃ
、
岡
氏
の
時
局
に
封
す
る
認
識
の
不
十
分
な
り
し
矯
め
、
閤
民
の
協
力
に
於
て
欠
け
る
所
が

あ
っ
た
り
、
統
制
に
釘
す
る
不
慣
れ
と
云
ふ
世
帯
情
も
あ
ヲ
た
で
る
ら
う
事
は
否
定
し
得
た
い
所
で
あ
る
が
、
何
よ
り
も
高
度
岡
防
閥

家
建
設
の
目
標
に
向
っ
て
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
拘
ら
や
、
関
民
各
仰
が
一
瞳
と
な
り
て
前
進
す
る
や
う
、
そ
の
思
想
も
、
そ
の
行

動
も
、
内
面
的
に
叉
外
面
的
に
規
範
し
得
る
や
う
な
組
織
間
制
を
構
成
す
る
事
が
要
望
せ
ら
る
L

に
五
っ
た
の
で
あ
る
。
と
の
組
織

開
制
に
岡
氏
を
導
き
、
岡
氏
各
佃
も
自
ら
進
ん
で
と
の
組
織
に
参
加
す
る
事
に
よ
り
、
閣
の
求
む
る
所
は
自
ら
の
其
び
と
な
り
、
同

民
各
自
相
互
に
切
結
琢
耐
附
し
て
、
最
も
有
効
な
る
奉
公
の
誠
を
放
し
得
る
事
と
な
る
で

b
ら
う
。
岡
氏
の
時
局
認
識
と
奉
公
の
精
神

は
、
新
秩
序
の
建
設
に
方
り
必
要
欠
く
可
か
ら
ざ
る
保
件
で
は
る
る
が
、
決
し
て
完
全
十
分
た
る
依
件
で
は
な
い
。
外
部
よ
り
す
る

枇
舎
の
制
度
的
な
力
が
加
は
ら
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
奮
組
制
に
あ
っ
て
は
と
の
力
は
警
察
力
や
刑
法
的
罰
則
に
主
と
し
て
依
存
し
た

の
で
あ
る
が
、
新
措
制
に
あ
っ
て
は
翼
賛
舎
の
如
き
閤
民
組
織
に
各
人
が
積
極
的
に
参
加
す
る
事
に
よ
り
、
積
極
的
協
力
の
形
態
を

と
り
乍
ら
貰
質
的
な
強
制
力
が
有
効
に
宜
現
せ
ら
れ
て
行
く
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

経
済
の
新
世
制
も
亦
、
同
一
の
原
理
に
立
っ
た
岡
氏
組
織
の
一
翼
た
る
も
の
で
あ
る
。
民
汎
な
市
場
と
複
雑
な
系
統
を
も
て
る
今

日
。
同
局
経
消
を
一
片
の
命
令
や
罰
則
の
み
に
よ
っ
て
、
直
ち
に
有
効
適
切
な
る
統
制
に
持
ち
来
し
得
る
も
の
で
な
い
事
は
、
各
閑

に
於
い
て
も
就
に
経
験
せ
る
所
で
あ
る
。
ど
う
し
て
も
-
と
れ
を
組
織
化
し
、
そ
の
組
織
を
過
し
て
替
ま
れ
る
協
力
的
形
態
に
よ
る
統

制
に
よ
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
而
し
て
我
閤
現
下
の
高
度
岡
防
粧
惜
の
運
替
の
た
め
に
は
、
経
摘
。
中
央
機
関
に
よ
っ
て
樹
立
せ

経
済
新
秩
序
の
展
開
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ら
れ
た
計
査
に
基
く
統
制
を
必
要
と
す
る
に
奈
る
で
る
ら
う
。
而
し
て
と
の
芦
安
な
計
壷
を
合
理
的
に
立
案
し
、
と
の
計
叢
に
基
い

て
経
簡
の
謹
替
を
訣
り
な
か
り
し
め
ん
が
箆
め
に
も
、
組
織
綱
、
を
通
し
て
岡
氏
経
済
を
構
成
す
る
各
要
素
の
配
置
や
闘
係
を
十
分
明

確
な
ら
し
め
得
、
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

斯
く
の
如
く
組
織
化
が
完
成
す
る
・
な
ら
ば
、
物
資
需
給
闘
係
の
調
整
、
生
産
力
摘
充
の
賀
蹟
、
生
活
必
需
品
の
同
滑
た
る
配
給
、

慣
絡
統
制
の
完
全
な
る
謹
行
が
自
ら
賓
現
せ
ら
れ
、
稗
業
政
策
の
悶
滑
な
る
貫
施
、
趨
切
・
な
る
附
労
務

ρ
動
員
、
共
他
金
融
・
公
債
・
和

税
等
寓
般
の
課
題
を
合
目
的
的
に
解
決
し
得
る
基
礎
が
興
へ
ら
れ
る
事
と
な
る
で
あ
ら
う
。
そ
の
迅
速
な
る
賢
現
が
望
ま
れ
る
の
で

一
間
帯
に
多
種
多
様
の
も
の
を
名
目
的
に
組
織
化
し
て
も
却
っ
て
い
句
害
無
径
の
虞
れ
が
生
や
る
で
あ
ら
う
。
先
づ
最
も
製
品
誌

な
る
重
要
諸
産
業
に
封
す
る
組
織
化
を
完
備
し
、
そ
の
他
の
雑
多
左
中
小
産
業
の
組
織
化
に
つ
い
て
は
隣
組
を
中
心
と
せ
る
地
域
的

組
織
の
完
備
と
併
行
的
に
進
め
る
等
適
宜
の
方
法
が
考
集
せ
ら
る
可
き
で
あ
ら
う
。
而
し
て
組
織
機
関
の
内
容
に
関
す
る
考
察
は
、

本
研
究
の
範
圏
外
に
属
す
る
が
放
に
敢
て
蹄
れ
る
事
を
避
け
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
我
闘
間
民
経
済
に
於
け
る
新
秩
序
の
展
開
過
程
に
閲
す
る
原
論
的
説
明
を
試
み
た
の
で
お
る
が
、
経
情
新
鶴
制
の
本
質
に
閥

あ
る
が
、

ず
る
認
識
の
一
端
を
披
-
慨
し
て
諸
家
の
教
を
乞
ふ
次
第
で
あ
る
。
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